
　議
員
の
皆
様
に
は
新
メ
ン
バ
ー
で
の
議

会
も
何
回
か
の
市
議
会
を
重
ね
ら
れ
、
落

ち
着
い
て
政
務
活
動
に
励
ま
れ
て
い
る
こ

こ
と
思
い
ま
す
。
議
員
の
皆
様
に
お
願
い

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
国
道

17
号
和
南
津
ト
ン
ネ
ル
の
中
越
地
震
か
ら

の
復
興
へ
の
取
組
で
す
。

　国
道
工
事
の
こ
と
は
市
議
会
、
議
員
で

取
り
組
む
問
題
で
は
な
い
と
お
考
え
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
皆
様
も
国
道
利

用
者
と
し
て
和
南
津
ト
ン
ネ
ル
を
通
る
こ

と
が
数
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
越
地
震
か
ら
18
年
も
経
つ
の
に
い
ま
だ

復
旧
工
事
が
終
わ
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
政

治
の
貧
困
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
市

議
会
議
員
レ
ベ
ル
で
不
可
能
だ
っ
た
ら
、

県
会
議
員
に
、
そ
れ
も
不
可
能
だ
っ
た
ら

国
会
議
員
に
、
そ
し
て
国
に
早
期
の
復
旧

を
働
き
か
け
て
も
ら
い
た
い
。
今
年
も
雪

が
消
え
た
の
に
再
着
工
の
気
配
も
な
い
。

着
工
は
し
た
も
の
の
い
つ
ま
で
も
完
成
せ

ず
、
進
ま
な
い
工
事
に
落
胆
し
ま
す
。
先

年
は
私
の
危
惧
が
不
幸
に
も
的
中
し
、
ト

ン
ネ
ル
内
で
の
死
亡
事
故
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
安
全
で
、
安
心
に
通
行
で
き
る
状

態
の
和
南
津
ト
ン
ネ
ル
を
一
日
で
も
早
く

実
現
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
魚
沼

市
を
議
論
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
大

所
高
所
か
ら
み
る
政
治
も
ま
た
、
地
方
議

員
の
役
目
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た

商
工
会
主
催
の
尾
瀬
研
修
に
、
船
と
バ
ス

を
利
用
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　当
日
の
朝
は
魚
沼
で
は
雨
で
し
た
の
で

心
配
し
な
が
ら
出
発
し
ま
し
た
が
、
御
池

か
ら
は
雨
は
止
み
、涼
し
い
尾
瀬
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
せ
い
な
の
か
登
山
客
は
多
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　今
年
は
大
雪
の
こ
と
も
あ
り
、
尾
瀬
の

開
花
の
状
況
が
い
つ
も
と
違
い
遅
れ
て
い

る
ら
し
い
と
聞
き
ま
し
た
。
帰
っ
て
か
ら

写
真
を
調
べ
た
の
で
す
が
、
沼
山
峠
で
は

ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
、
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
、

マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
、
ア
カ
モ
ノ
、
モ
ウ
セ
ン

ゴ
ケ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ヨ
ウ
ラ
ク
な
ど
が
見
ら

れ
、
大
江
湿
原
で
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
は

蕾
が
殆
ど
で
花
は
数
輪
で
し
た
。
白
い
ワ

タ
ス
ゲ
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ

の
対
比
が
美
し
く
、
そ
の
中
に
薄
青
い
タ

テ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
が
群
生
し
て
い
ま
し

た
。
コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
や
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
な

ど
が
見
え
ま
し
た
。
尾
瀬
沼
に
着
き
、
魚

沼
の
名
物
弁
当
を
食
べ
て
い
る
と
、
燧
ケ

岳
の
五
つ
の
山
頂
が
現
れ
ま
し
た
。
私
同

様
、
参
加
者
の
半
数
は
初
め
て
の
尾
瀬
の

よ
う
で
、
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　市
民
の
中
に
は
尾
瀬
が
未
体
験
の
方
も

多
く
い
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
ぜ
ひ
「
魚

沼
か
ら
船
で
行
く
尾
瀬
」
の
自
然
を
満
喫

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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　入
広
瀬
小
学
校
、
最
後
の

運
動
会
が
6
月
11
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　運
動
会
は
児
童
９
人
の
ほ

か
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
と
大
勢
の
地
域
住
民
か
ら

の
地
域
参
加
型
の
運
動
会
と

し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

運
動
会
の
最
後
に
は
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
青
空
に
向
か

っ
て
参
加
者
全
員
で
紙
風
船

を
飛
ば
し
、
入
広
瀬
小
学
校

最
後
の
運
動
会
を
締
め
く
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　来
年
度
か
ら
は
全
校
児
童

94
人
（
予
定
）
の
須
原
小
学

校
児
童
と
し
て
、
毎
日
の
生

活
を
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
、
魚

沼
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、

今
ま
で
以
上
に
子
ど
も
た
ち

の
生
活
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（浅
井
宏
昭
）

あ
と
が
き

市
民
の
声

わが校自慢

〈発行責任者　議長　関 矢 孝 夫〉　広報広聴特別委員長　大 桃 俊 彦　　副委員長　大 平 恭 児

　　　　　　　委員　横 山 正 樹　　浅 井 宏 昭　　遠 藤 徳 一　　渡 辺 一 美
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　魚
沼
北
中
の
今
年
の
生
徒
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
は『
翔
〜
前
進
そ
し
て
飛
躍
〜
』で

す
。互
い
に
助
け

合
い
、励
ま
し
合

い
な
が
ら
歩
み
を

前
に
進
め
て
い
ま

す
。ま
た
、地
域
の

方
々
の
力
を
借

り
、地
域
の
自
然

や
芸
能
に
つ
い
て

学
習
を
深
め
て
い

ま
す
。

令和４年度魚沼市
総合防災訓練に参加しました

吉
田

須
佐

　晃
さ
ん

コ
ロ
ナ
禍
の
議
会
は

魚
沼
か
ら
船
で
行
く
尾
瀬

下
島

八
木
利
夫
さ
ん

か
け
る

議会TOPICS

　６月19日㈰、湯之谷小学校第２体
育館（旧井口小学校）をメイン会場に、
避難所開設訓練、パッククッキング、
救命講習、救助訓練等が行われ全議
員が参加しました。議員独自の訓練
として、大雨による魚野川氾濫によ
り、市災害対策本部が設
置されたことを受け、市
議会として災害対策支援
本部の設置を想定して、
各議員の安否確認訓練や
被災状況の報告訓練を行
いました。

魚沼北中学校作品

命　揚　工

男　猫　走

狼　車　木

暑　米　

「絵文字」



23 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

　令和４年第１回臨時会が５月16日に開催され、市長専決処分の議案を承認するとともに、令和４年度一
般会計補正予算（第１号）を可決し、人権擁護委員候補者の推薦についてを適任としました。
　また、令和４年第２回定例会が６月14日から７月１日までの18日間の会期で開かれました。初日に令和
４年度一般会計補正予算（第２号）を可決しました。
　６月16、17日には、15人の議員から市政全般にわたる一般質問が行われました。
　７月１日の最終日には、各委員会付託の議案、市長より追加提案された、魚沼市役所旧小出庁舎及び小
出公民館等解体工事請負契約の締結についてがいずれも原案のとおり可決され、請願が採択されました。

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

第１回臨時会議案等
付　　　議　　　事　　　件議案番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第45号

議案
第49号

◎
専決処分の承認を求めることについて
（専決第８号　令和３年度魚沼市一般会計補正予算（第13号））

議案
第46号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第９号　魚沼市税条例の一部改正について）
（市民税及び固定資産税の規定の整備）

議案
第47号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第10号　魚沼市国民健康保険税条例の一部改正について）
（課税限度額の見直し及び減免期間の延長に伴う改正(コロナ関連)）

議案
第48号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第11号　魚沼市介護保険条例の一部改正について）
（介護保険料の減免期間の延長に伴う改正(コロナ関連)）

◎令和４年度魚沼市一般会計補正予算（第1号）

議案
第50号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（大石　小島克朗氏）

議案
第51号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（古新田　小林　進氏）

議案
第52号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（大沢　細井雅子氏）

議案
第53号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（大倉　福中康之氏）

議案
第54号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（根小屋　児玉節子氏）

予

　
　算

条

　
　
　
　例

議案
第56号 ◎

魚沼市教育センター条例の一部改正について
（教育センターを旧広神庁舎に移転することに伴う所要の改正）

議案
第57号 ◎

魚沼市情報通信基盤施設管理事業分担金徴収条例の制
定について

（福山新田地内で光インターネットサービスの利用のための

分担金を徴収するための条例制定）

条

　
　
　
　例

議案
第58号 ◎

魚沼市ガス供給条例の一部改正について
（ＬＮＧ輸入価格の高騰に伴い、単位料金の調整額の上限を廃止）

議案
第59号 ◎

魚沼市在宅介護サービスセンター条例の一部改正について
（3施設を譲渡するための所要の改正）

条

　
　例

議案
第64号 ◎

財産の取得について（小型動力ポンプ付水槽車）
老朽化に伴う更新（魚沼市消防本部）

議案
第65号 ◎

財産の取得について（小型動力消防ポンプ付普通積載車３台）
老朽化に伴う更新（第７、10、12分団）

議案
第66号 ◎

財産の取得について（ロータリ除雪車）
老朽化に伴う更新（堀之内地域）

議案
第67号 ◎

財産の取得について（ロータリ除雪車）
老朽化に伴う更新（堀之内地域）

議案
第68号 ◎

財産の取得について（除雪ドーザ）
老朽化に伴う更新（湯之谷地域）

議案
第69号 ◎

魚沼市役所旧小出庁舎及び小出公民館等解体工事請負
契約の締結について

そ

　
　の

　
　他

議案
第60号 ◎

四日町地区雨水管渠布設第４次工事請負契約の締結に
ついて

議案
第61号 ◎

四日町排水ポンプ場建築・建築機械設備工事請負契約
の締結について

議案
第63号 ◎

財産の処分について
（魚沼市デイサービスセンターひまわり）

（用途廃止する高齢者介護福祉施設及び市有地を関係法人へ

無償譲渡）

そ

　
　
　の

　
　
　他

人

　
　
　
　
　事

第２回定例会議案等
付　　　議　　　事　　　件議案番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第55号 ◎

予 

算

第１回臨時会・第２回定例会報告第１回臨時会・第２回定例会報告

第１回臨時会・第２回定例会補正予算第１回臨時会・第２回定例会補正予算
主　　な　　内　　容計

344億490万円

補正額

△2億7,700万円

補正前の額

令和3年度魚沼市
一般会計補正予算

（第13号）（専決処分）
346億8,190万円

歳入：特別交付税及び道路除雪経費に対する国庫補助
金の追加、新型コロナウイルス感染症対策事業に係る
国県支出金の減額など実績見込みに伴う調整
歳出：事業費の不用額について、減額及び財源内訳の
変更

313憶9,580万円3憶5,340万円
令和4年度魚沼市
一般会計補正予算

（第2号） 
310億4,240万円

歳入、歳出とも住民税非課税世帯等臨時特別給付金事
業、光熱水費等公共料金負担軽減事業、農業用肥料価
格等の高騰に対する農業支援、原油価格及び資材価格
等の高騰への対応支援事業費補助金の追加など

310億4,240万円△7,000万円
令和4年度魚沼市
一般会計補正予算

（第1号） 
311億1,240万円

歳入、歳出とも４回目ワクチン接種関連経費、子育て
世帯生活支援特別給付金事業、旧小出庁舎等解体工事
における継続費の設定に伴う当該事業費の減額など

令和4年度魚沼市一般会計補正予算（第２号）

同意
第２号 ◎

人 

事
監査委員の選任について（根小屋　星野武男氏）

請願
第３号 ◎

請 

願

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１
復元に係る意見書の採択を求める請願書

発議
第３号 ◎

議員
発議

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１
復元に係る意見書の提出について

議案
第62号 ◎広神中学校校舎外部改修工事請負契約の締結について

令和3年度令和3年度

（単位：円）

議員氏名
または会派名

大桃　　聰

大平　栄治

森山　英敏

岡部　計夫

日本共産党（所属2人）

計

32,000

32,000

32,000

32,000

64,000

192,000

5,410

5,410

71,500

46,968

118,468

26,822

26,822

32,232

71,500

　

　

46,968

150,700

32,000

32,000

46,968

110,968

　

　

32,000

32,000

17,032

81,032

桑原　郁夫

横山　正樹

星　　直樹

浅井　宏昭

星野みゆき

大桃　俊彦

富永三千敏

志田　　貢

佐藤　敏雄

遠藤　徳一

渡辺　一美

佐藤　　肇

高野甲子雄

森島　守人

本田　　篤

関矢　孝夫

日本共産党（所属2人）

計

64,000

64,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

128,000

1,600,000

60,590

60,590

7,000

3,220

2,440

12,660

10,890

87,120

73,774

60,060

82,870

79,060

88,000

114,224

44,870

51,187

72,836

215,886

980,777

55,610

59,827

89,795

13,200

48,000

50,485

53,604

59,160

11,160

85,112

49,800

8,184

20,160

36,822

37,654

678,573

62,610

59,827

100,685

100,320

121,774

110,545

136,474

59,160

90,220

173,112

114,224

113,610

53,054

71,347

36,822

112,930

215,886

1,732,600

62,610

59,827

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

59,160

90,220

96,000

96,000

96,000

53,054

71,347

36,822

96,000

128,000

1,425,040

1,390

4,173

　

　

　

　

　

36,840

5,780

　

　

　

42,946

24,653

59,178

　

　

174,960

交付額 対象経費
調査研究費 支出計資料購入費広報費研修費

支　　　　出　　　　額 収支差引額

（返還額）

魚沼市議会政務活動費の使途内訳

第5期議員（令和3年4月〜7月）

第5期・第6期議員（令和3年4月〜令和4年3月）
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　令和４年第１回臨時会が５月16日に開催され、市長専決処分の議案を承認するとともに、令和４年度一
般会計補正予算（第１号）を可決し、人権擁護委員候補者の推薦についてを適任としました。
　また、令和４年第２回定例会が６月14日から７月１日までの18日間の会期で開かれました。初日に令和
４年度一般会計補正予算（第２号）を可決しました。
　６月16、17日には、15人の議員から市政全般にわたる一般質問が行われました。
　７月１日の最終日には、各委員会付託の議案、市長より追加提案された、魚沼市役所旧小出庁舎及び小
出公民館等解体工事請負契約の締結についてがいずれも原案のとおり可決され、請願が採択されました。

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

第１回臨時会議案等
付　　　議　　　事　　　件議案番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第45号

議案
第49号

◎
専決処分の承認を求めることについて
（専決第８号　令和３年度魚沼市一般会計補正予算（第13号））

議案
第46号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第９号　魚沼市税条例の一部改正について）
（市民税及び固定資産税の規定の整備）

議案
第47号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第10号　魚沼市国民健康保険税条例の一部改正について）
（課税限度額の見直し及び減免期間の延長に伴う改正(コロナ関連)）

議案
第48号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第11号　魚沼市介護保険条例の一部改正について）
（介護保険料の減免期間の延長に伴う改正(コロナ関連)）

◎令和４年度魚沼市一般会計補正予算（第1号）

議案
第50号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（大石　小島克朗氏）

議案
第51号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（古新田　小林　進氏）

議案
第52号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（大沢　細井雅子氏）

議案
第53号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（大倉　福中康之氏）

議案
第54号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（根小屋　児玉節子氏）

予

　
　算

条

　
　
　
　例

議案
第56号 ◎

魚沼市教育センター条例の一部改正について
（教育センターを旧広神庁舎に移転することに伴う所要の改正）

議案
第57号 ◎

魚沼市情報通信基盤施設管理事業分担金徴収条例の制
定について

（福山新田地内で光インターネットサービスの利用のための

分担金を徴収するための条例制定）

条

　
　
　
　例

議案
第58号 ◎

魚沼市ガス供給条例の一部改正について
（ＬＮＧ輸入価格の高騰に伴い、単位料金の調整額の上限を廃止）

議案
第59号 ◎

魚沼市在宅介護サービスセンター条例の一部改正について
（3施設を譲渡するための所要の改正）

条

　
　例

議案
第64号 ◎

財産の取得について（小型動力ポンプ付水槽車）
老朽化に伴う更新（魚沼市消防本部）

議案
第65号 ◎

財産の取得について（小型動力消防ポンプ付普通積載車３台）
老朽化に伴う更新（第７、10、12分団）

議案
第66号 ◎

財産の取得について（ロータリ除雪車）
老朽化に伴う更新（堀之内地域）

議案
第67号 ◎

財産の取得について（ロータリ除雪車）
老朽化に伴う更新（堀之内地域）

議案
第68号 ◎

財産の取得について（除雪ドーザ）
老朽化に伴う更新（湯之谷地域）

議案
第69号 ◎

魚沼市役所旧小出庁舎及び小出公民館等解体工事請負
契約の締結について

そ

　
　の

　
　他

議案
第60号 ◎

四日町地区雨水管渠布設第４次工事請負契約の締結に
ついて

議案
第61号 ◎

四日町排水ポンプ場建築・建築機械設備工事請負契約
の締結について

議案
第63号 ◎

財産の処分について
（魚沼市デイサービスセンターひまわり）

（用途廃止する高齢者介護福祉施設及び市有地を関係法人へ

無償譲渡）

そ

　
　
　の

　
　
　他

人

　
　
　
　
　事

第２回定例会議案等
付　　　議　　　事　　　件議案番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第55号 ◎

予 

算

第１回臨時会・第２回定例会報告第１回臨時会・第２回定例会報告

第１回臨時会・第２回定例会補正予算第１回臨時会・第２回定例会補正予算
主　　な　　内　　容計

344億490万円

補正額

△2億7,700万円

補正前の額

令和3年度魚沼市
一般会計補正予算

（第13号）（専決処分）
346億8,190万円

歳入：特別交付税及び道路除雪経費に対する国庫補助
金の追加、新型コロナウイルス感染症対策事業に係る
国県支出金の減額など実績見込みに伴う調整
歳出：事業費の不用額について、減額及び財源内訳の
変更

313憶9,580万円3憶5,340万円
令和4年度魚沼市
一般会計補正予算

（第2号） 
310億4,240万円

歳入、歳出とも住民税非課税世帯等臨時特別給付金事
業、光熱水費等公共料金負担軽減事業、農業用肥料価
格等の高騰に対する農業支援、原油価格及び資材価格
等の高騰への対応支援事業費補助金の追加など

310億4,240万円△7,000万円
令和4年度魚沼市
一般会計補正予算

（第1号） 
311億1,240万円

歳入、歳出とも４回目ワクチン接種関連経費、子育て
世帯生活支援特別給付金事業、旧小出庁舎等解体工事
における継続費の設定に伴う当該事業費の減額など

令和4年度魚沼市一般会計補正予算（第２号）

同意
第２号 ◎

人 

事
監査委員の選任について（根小屋　星野武男氏）

請願
第３号 ◎

請 

願

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１
復元に係る意見書の採択を求める請願書

発議
第３号 ◎

議員
発議

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１
復元に係る意見書の提出について

議案
第62号 ◎広神中学校校舎外部改修工事請負契約の締結について

令和3年度令和3年度

（単位：円）

議員氏名
または会派名

大桃　　聰

大平　栄治

森山　英敏

岡部　計夫

日本共産党（所属2人）

計

32,000

32,000

32,000

32,000

64,000

192,000

5,410

5,410

71,500

46,968

118,468

26,822

26,822

32,232

71,500

　

　

46,968

150,700

32,000

32,000

46,968

110,968

　

　

32,000

32,000

17,032

81,032

桑原　郁夫

横山　正樹

星　　直樹

浅井　宏昭

星野みゆき

大桃　俊彦

富永三千敏

志田　　貢

佐藤　敏雄

遠藤　徳一

渡辺　一美

佐藤　　肇

高野甲子雄

森島　守人

本田　　篤

関矢　孝夫

日本共産党（所属2人）

計

64,000

64,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

128,000

1,600,000

60,590

60,590

7,000

3,220

2,440

12,660

10,890

87,120

73,774

60,060

82,870

79,060

88,000

114,224

44,870

51,187

72,836

215,886

980,777

55,610

59,827

89,795

13,200

48,000

50,485

53,604

59,160

11,160

85,112

49,800

8,184

20,160

36,822

37,654

678,573

62,610

59,827

100,685

100,320

121,774

110,545

136,474

59,160

90,220

173,112

114,224

113,610

53,054

71,347

36,822

112,930

215,886

1,732,600

62,610

59,827

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

59,160

90,220

96,000

96,000

96,000

53,054

71,347

36,822

96,000

128,000

1,425,040

1,390

4,173

　

　

　

　

　

36,840

5,780

　

　

　

42,946

24,653

59,178

　

　

174,960

交付額 対象経費
調査研究費 支出計資料購入費広報費研修費

支　　　　出　　　　額 収支差引額

（返還額）

魚沼市議会政務活動費の使途内訳

第5期議員（令和3年4月〜7月）

第5期・第6期議員（令和3年4月〜令和4年3月）
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　三
条
市
、
魚
沼
市
、
福
島
県
只
見

町
は
連
携
し
て
、
八
十
里
越
の
旧
街
道
の

保
存
・
活
用
事
業
を
進
め
、
測
量
調
査
や

重
要
遺
構
の
部
分
的
な
発
掘
調
査
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
が
、
大
白
川
林
道
付
近
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
文
化
財
が
残
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　八
十
里
越
｜
大
白
川
林
道
を
結
ぶ

ル
ー
ト
と
は
別
に
、
大
白
川
林
道
中
腹
か

ら
魚
沼
市
｜
福
島
県
只
見
町
境
で
あ
る

「
木
ノ
根
峠
」
に
延
び
る
「
古
道
」
を
現

在
ま
で
に
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
白

川
林
道
を
含
む
八
十
里
越
は
「
浅
草
岳
」

山
中
に
所
在
し
て
お
り
、「
浅
草
岳
」
自

体
が
本
市
の
「
日
本
遺
産
」
構
成
文
化
財

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　田
代
平
ま
で
の
道
を
整
備
し
て
車

で
行
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
気
軽
に
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
の
群
生
を
見
に
行
け
る
良
い
観

光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
。
田
代
平
ま
で
の
道

を
整
備
し
て
み
な
い
か
。

　
　
　田
代
平
に
向
か
う
大
白
川
林
道

は
、
中
越
森
林
管
理
署
の
所
管
の
部
分
と

市
道
２
８
４
号
線
が
併
用
に
な
っ
て
い

る
。
現
状
だ
と
融
雪
等
の
災
害
か
ら
数
カ

所
の
崩
落
箇
所
や
、
大
き
い
転
石
が
見
ら

れ
る
の
で
す
ぐ
に
改
修
は
難
し
い
が
中
越

森
林
管
理
署
と
協
議
、
検
討
し
た
い
。

　
　
　前
市
長
は
八
十
里
越
に
魚
沼
か
ら

の
道
路
を
接
続
さ
せ
る
こ
と
に
意
欲
的
だ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
内
田
市
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　現
状
で
は
本
市
と
し
て
特
段
の
対

応
は
考
え
て
い
な
い
が
、
関
係
自
治
体
の

三
条
市
と
福
島
県
只
見
町
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
今
後
の
判
断
を
行
っ
て
い
く
。

問問

問

答

答 答

　
　
　女
子
生
徒
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
導
入
は

一
律
で
あ
る
か
。

　
　
　制
服
は
各
学
校
で
定
め
て
い
る
。

以
前
か
ら
導
入
し
て
い
る
学
校
が
３
校
、

今
年
度
よ
り
導
入
し
て
い
る
学
校
が
２
校
。

　
　
　ス
ラ
ッ
ク
ス
の
存
在
自
体
を
知
ら

な
い
生
徒
、
保
護
者
が
多
い
の
は
問
題
で

は
な
い
か
。

　
　
　生
徒
保
護
者
に
周
知
さ
れ
て
い
な

い
の
は
課
題
で
あ
る
。
入
学
前
の
説
明
会

で
あ
る
と
か
便
り
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
、
周
知
に
努
め
て
い
く
よ
う
各
学
校
に

依
頼
を
し
て
い
く
。

　
　
　校
則
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
決
め

て
い
る
か
。

　
　
　最
終
的
に
は
、
校
長
の
権
限
と
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、見
直
し
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
何
ら
か

の
形
で
参
加
、
議
論
す
る
場
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。

小
中
学
校
に
お
け
る
I
C
T
教
育
に
つ
い
て

　
　
　タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
加
わ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
通
学
カ
バ
ン

が
さ
ら
に
重
た
く
な
っ
て
い
る
。
重
さ
の

軽
減
に
つ
い
て
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　家
庭
で
の
使
用
頻
度
が
低
い
教
材

や
宿
題
で
使
用
す
る
予
定
の
な
い
教
材

は
、
学
校
に
置
い
て
お
く
。

　学
習
用
具
が
多
く
な
る
場
合
は
、
特
定

日
に
偏
ら
な
い
よ
う
な
指
導
を
し
て
対
応

し
て
い
る
。

　
　
　不
登
校
、
登
校
渋
り
の
児
童
生
徒

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
参
加
で
の
出
席
扱
い

に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　文
部
科
学
省
の
通
知
に
よ
り
、
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
者
に
つ
い
て
、
校

長
が
出
席
扱
い
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問問問

問問

答答答

答答

　
　
　揚
水
発
電
は
、
近
年
の
電
力
供
給

事
情
か
ら
、
揚
水
発
電
に
対
す
る
新
た
な

ニ
ー
ズ
が
出
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
不
安
定
な
電
力
供
給
へ
の
対
応
で

あ
る
。
ま
た
、昨
今
の
電
力
ひ
っ
迫
で
も
、

揚
水
発
電
が
フ
ル
稼
働
し
機
能
を
発
揮
し

て
い
る
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
て
み
る

と
、揚
水
発
電
は
重
要
な
存
在
と
い
え
る
。 

改
め
て
見
つ
め
直
す
時
期
が
き
た
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
　揚
水
発
電
の
役
割
り
と
し
て
、
最

近
で
は
夜
間
の
余
剰
電
力
だ
け
で
な
く
、

昼
間
に
増
え
る
太
陽
光
発
電
の
電
気
を
使

っ
て
水
を
く
み
上
げ
る
な
ど
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
も
貢
献
す
る

重
要
な
発
電
方
式
と
認
識
し
て
い
る
。

　し
か
し
、
一
般
的
に
、
東
日
本
大
震
災

以
降
、
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
が
難
航

し
、
安
価
な
余
剰
電
力
の
減
少
に
よ
り
、

揚
水
発
電
所
の
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
の
薄
れ

や
、
ダ
ム
建
設
に
お
い
て
環
境
負
荷
と
い

う
観
点
で
課
題
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
本

市
で
は
、
平
成
13
年
に
電
源
開
発
株
式
会

社
が
湯
之
谷
揚
水
発
電
計
画
の
中
止
及
び

「
佐
梨
川
総
合
開
発
事
業
」
か
ら
の
撤
退

と
、
そ
の
後
支
払
わ
れ
た
相
応
の
手
当
に

よ
り
地
域
振
興
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
か

ら
、
揚
水
発
電
に
関
す
る
関
係
機
関
へ
の

働
き
か
け
は
、
慎
重
に
判
断
す
る
べ
き
も

の
と
考
え
る
。

災
害
時
協
力
井
戸
に
つ
い
て

　
　
　災
害
時
に
生
活
用
と
し
て
対
応
で

き
る
よ
う
、
井
戸
の
協
力
を
求
め
て
み
て

は
ど
う
か
。

　
　
　災
害
時
に
お
け
る
生
活
用
水
の
確

保
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
全
国

的
に
は
、
災
害
時
に
助
け
合
う
「
共
助
」

の
観
点
に
よ
り
、
個
人
・
企
業
か
ら
「
災

害
時
協
力
井
戸
」
を
募
集
し
、
災
害
発
生

時
に
近
隣
の
被
災
者
に
提
供
す
る
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
多
く
の

世
帯
が
消
雪
用
井
戸
を
有
し
て
い
る
の

で
、
地
域
内
で
の
「
共
助
」
と
し
て
の
活

用
に
向
け
、
今
後
、
防
災
に
関
す
る
チ
ラ

シ
等
で
促
し
て
い
く
。

問

問

答

答

　
　
　エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
は
25
年
以
上

が
経
過
し
、更
新
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

１

　市
は
当
面
、
施
設
の
長
寿
命
化
改
修

を
実
施
す
る
方
針
だ
が
、
改
修
に
係
る
工

期
と
必
要
な
費
用
は
い
か
ほ
ど
か
。ま
た
、

こ
れ
に
よ
り
何
年
ま
で
延
命
で
き
る
の
か
。

２

　施
設
更
新
に
は
10
年
の
工
期
が
必
要

で
あ
り
、
同
時
に
全
体
更
新
計
画
も
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
新
施
設
に

は
、
異
次
元
の
省
エ
ネ
、
廃
熱
利
用
が
求

め
ら
れ
る
。
施
設
更
新
の
方
針
を
問
う
。

　
　
　１

　施
設
の
稼
働
期
間
を
令
和
16

年
度
末
ま
で
と
想
定
し
、
基
幹
工
事
に
か

か
る
期
間
を
５
年
、
費
用
は
、
延
命
化
改

修
分
と
し
て
概
算
で
17
億
円
を
見
込
ん
で

い
る
。 

２

　ご
み
処
理
施
設
整
備
構
想
の
検
討
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々
な
角
度
か

ら
検
討
を
重
ね
、
施
設
整
備
に
あ
た
っ
て

基
本
的
な
考
え
方
や
方
針
を
示
し
て
い
く
。

W
i
｜

F
i
通
信
環
境
整
備
を
求
め
る

　
　
　児
童
生
徒
、
一
般
市
民
も
ス
マ
ホ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
時
代
で
あ
る
一

方
、市
内
の
通
信
環
境
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

１

　市
は
、
民
間
が
行
う
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
の
設
置
補
助
を
実
施
し
て
い
る
が
、
個

人
事
業
者
も
対
象
と
な
る
の
か
。

２

　外
国
人
観
光
客
等
の
誘
致
に
は
、
フ

リ
ー
W
i
｜
F
i
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

市
有
施
設
に
設
置
を
急
ぐ
よ
う
求
め
る
。

　
　
　１

　自
治
会
、
個
人
事
業
主
も
対

象
と
し
て
い
る
。

２

　こ
れ
ま
で
は
、
災
害
時
の
利
用
を
想

定
し
、
必
要
最
低
限
の
整
備
で
進
め
て
き

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
リ
モ
ー
ト
会

議
の
需
要
の
高
ま
り
も
あ
り
、
昨
年
度
か

ら
は
全
館
で
使
用
で
き
る
施
設
の
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問

問

答

答

星野みゆき

中
学
校
の
校
則
の
見
直
し

に
つ
い
て
問
う

浅井　宏昭

大
白
川
林
道
と
八
十
里
越

に
つ
い
て
問
う

本田　　篤

揚
水
発
電
の
可
能
性
を
模

索
せ
よ

ゴ
ミ
処
理
施
設
更
新
計
画

を
問
う

佐藤　　肇

い
こ
う
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　三
条
市
、
魚
沼
市
、
福
島
県
只
見

町
は
連
携
し
て
、
八
十
里
越
の
旧
街
道
の

保
存
・
活
用
事
業
を
進
め
、
測
量
調
査
や

重
要
遺
構
の
部
分
的
な
発
掘
調
査
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
が
、
大
白
川
林
道
付
近
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
文
化
財
が
残
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　八
十
里
越
｜
大
白
川
林
道
を
結
ぶ

ル
ー
ト
と
は
別
に
、
大
白
川
林
道
中
腹
か

ら
魚
沼
市
｜
福
島
県
只
見
町
境
で
あ
る

「
木
ノ
根
峠
」
に
延
び
る
「
古
道
」
を
現

在
ま
で
に
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
白

川
林
道
を
含
む
八
十
里
越
は
「
浅
草
岳
」

山
中
に
所
在
し
て
お
り
、「
浅
草
岳
」
自

体
が
本
市
の
「
日
本
遺
産
」
構
成
文
化
財

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　田
代
平
ま
で
の
道
を
整
備
し
て
車

で
行
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
気
軽
に
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
の
群
生
を
見
に
行
け
る
良
い
観

光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
。
田
代
平
ま
で
の
道

を
整
備
し
て
み
な
い
か
。

　
　
　田
代
平
に
向
か
う
大
白
川
林
道

は
、
中
越
森
林
管
理
署
の
所
管
の
部
分
と

市
道
２
８
４
号
線
が
併
用
に
な
っ
て
い

る
。
現
状
だ
と
融
雪
等
の
災
害
か
ら
数
カ

所
の
崩
落
箇
所
や
、
大
き
い
転
石
が
見
ら

れ
る
の
で
す
ぐ
に
改
修
は
難
し
い
が
中
越

森
林
管
理
署
と
協
議
、
検
討
し
た
い
。

　
　
　前
市
長
は
八
十
里
越
に
魚
沼
か
ら

の
道
路
を
接
続
さ
せ
る
こ
と
に
意
欲
的
だ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
内
田
市
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　現
状
で
は
本
市
と
し
て
特
段
の
対

応
は
考
え
て
い
な
い
が
、
関
係
自
治
体
の

三
条
市
と
福
島
県
只
見
町
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
今
後
の
判
断
を
行
っ
て
い
く
。

問問

問

答

答 答

　
　
　女
子
生
徒
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
導
入
は

一
律
で
あ
る
か
。

　
　
　制
服
は
各
学
校
で
定
め
て
い
る
。

以
前
か
ら
導
入
し
て
い
る
学
校
が
３
校
、

今
年
度
よ
り
導
入
し
て
い
る
学
校
が
２
校
。

　
　
　ス
ラ
ッ
ク
ス
の
存
在
自
体
を
知
ら

な
い
生
徒
、
保
護
者
が
多
い
の
は
問
題
で

は
な
い
か
。

　
　
　生
徒
保
護
者
に
周
知
さ
れ
て
い
な

い
の
は
課
題
で
あ
る
。
入
学
前
の
説
明
会

で
あ
る
と
か
便
り
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
、
周
知
に
努
め
て
い
く
よ
う
各
学
校
に

依
頼
を
し
て
い
く
。

　
　
　校
則
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
決
め

て
い
る
か
。

　
　
　最
終
的
に
は
、
校
長
の
権
限
と
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、見
直
し
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
何
ら
か

の
形
で
参
加
、
議
論
す
る
場
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。

小
中
学
校
に
お
け
る
I
C
T
教
育
に
つ
い
て

　
　
　タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
加
わ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
通
学
カ
バ
ン

が
さ
ら
に
重
た
く
な
っ
て
い
る
。
重
さ
の

軽
減
に
つ
い
て
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　家
庭
で
の
使
用
頻
度
が
低
い
教
材

や
宿
題
で
使
用
す
る
予
定
の
な
い
教
材

は
、
学
校
に
置
い
て
お
く
。

　学
習
用
具
が
多
く
な
る
場
合
は
、
特
定

日
に
偏
ら
な
い
よ
う
な
指
導
を
し
て
対
応

し
て
い
る
。

　
　
　不
登
校
、
登
校
渋
り
の
児
童
生
徒

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
参
加
で
の
出
席
扱
い

に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　文
部
科
学
省
の
通
知
に
よ
り
、
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
者
に
つ
い
て
、
校

長
が
出
席
扱
い
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問問問

問問

答答答

答答

　
　
　揚
水
発
電
は
、
近
年
の
電
力
供
給

事
情
か
ら
、
揚
水
発
電
に
対
す
る
新
た
な

ニ
ー
ズ
が
出
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
不
安
定
な
電
力
供
給
へ
の
対
応
で

あ
る
。
ま
た
、昨
今
の
電
力
ひ
っ
迫
で
も
、

揚
水
発
電
が
フ
ル
稼
働
し
機
能
を
発
揮
し

て
い
る
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
て
み
る

と
、揚
水
発
電
は
重
要
な
存
在
と
い
え
る
。 

改
め
て
見
つ
め
直
す
時
期
が
き
た
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
　揚
水
発
電
の
役
割
り
と
し
て
、
最

近
で
は
夜
間
の
余
剰
電
力
だ
け
で
な
く
、

昼
間
に
増
え
る
太
陽
光
発
電
の
電
気
を
使

っ
て
水
を
く
み
上
げ
る
な
ど
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
も
貢
献
す
る

重
要
な
発
電
方
式
と
認
識
し
て
い
る
。

　し
か
し
、
一
般
的
に
、
東
日
本
大
震
災

以
降
、
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
が
難
航

し
、
安
価
な
余
剰
電
力
の
減
少
に
よ
り
、

揚
水
発
電
所
の
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
の
薄
れ

や
、
ダ
ム
建
設
に
お
い
て
環
境
負
荷
と
い

う
観
点
で
課
題
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
本

市
で
は
、
平
成
13
年
に
電
源
開
発
株
式
会

社
が
湯
之
谷
揚
水
発
電
計
画
の
中
止
及
び

「
佐
梨
川
総
合
開
発
事
業
」
か
ら
の
撤
退

と
、
そ
の
後
支
払
わ
れ
た
相
応
の
手
当
に

よ
り
地
域
振
興
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
か

ら
、
揚
水
発
電
に
関
す
る
関
係
機
関
へ
の

働
き
か
け
は
、
慎
重
に
判
断
す
る
べ
き
も

の
と
考
え
る
。

災
害
時
協
力
井
戸
に
つ
い
て

　
　
　災
害
時
に
生
活
用
と
し
て
対
応
で

き
る
よ
う
、
井
戸
の
協
力
を
求
め
て
み
て

は
ど
う
か
。

　
　
　災
害
時
に
お
け
る
生
活
用
水
の
確

保
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
全
国

的
に
は
、
災
害
時
に
助
け
合
う
「
共
助
」

の
観
点
に
よ
り
、
個
人
・
企
業
か
ら
「
災

害
時
協
力
井
戸
」
を
募
集
し
、
災
害
発
生

時
に
近
隣
の
被
災
者
に
提
供
す
る
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
多
く
の

世
帯
が
消
雪
用
井
戸
を
有
し
て
い
る
の

で
、
地
域
内
で
の
「
共
助
」
と
し
て
の
活

用
に
向
け
、
今
後
、
防
災
に
関
す
る
チ
ラ

シ
等
で
促
し
て
い
く
。

問

問

答

答

　
　
　エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
は
25
年
以
上

が
経
過
し
、更
新
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

１

　市
は
当
面
、
施
設
の
長
寿
命
化
改
修

を
実
施
す
る
方
針
だ
が
、
改
修
に
係
る
工

期
と
必
要
な
費
用
は
い
か
ほ
ど
か
。ま
た
、

こ
れ
に
よ
り
何
年
ま
で
延
命
で
き
る
の
か
。

２

　施
設
更
新
に
は
10
年
の
工
期
が
必
要

で
あ
り
、
同
時
に
全
体
更
新
計
画
も
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
新
施
設
に

は
、
異
次
元
の
省
エ
ネ
、
廃
熱
利
用
が
求

め
ら
れ
る
。
施
設
更
新
の
方
針
を
問
う
。

　
　
　１

　施
設
の
稼
働
期
間
を
令
和
16

年
度
末
ま
で
と
想
定
し
、
基
幹
工
事
に
か

か
る
期
間
を
５
年
、
費
用
は
、
延
命
化
改

修
分
と
し
て
概
算
で
17
億
円
を
見
込
ん
で

い
る
。 

２

　ご
み
処
理
施
設
整
備
構
想
の
検
討
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々
な
角
度
か

ら
検
討
を
重
ね
、
施
設
整
備
に
あ
た
っ
て

基
本
的
な
考
え
方
や
方
針
を
示
し
て
い
く
。

W
i
｜

F
i
通
信
環
境
整
備
を
求
め
る

　
　
　児
童
生
徒
、
一
般
市
民
も
ス
マ
ホ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
時
代
で
あ
る
一

方
、市
内
の
通
信
環
境
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

１

　市
は
、
民
間
が
行
う
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
の
設
置
補
助
を
実
施
し
て
い
る
が
、
個

人
事
業
者
も
対
象
と
な
る
の
か
。

２

　外
国
人
観
光
客
等
の
誘
致
に
は
、
フ

リ
ー
W
i
｜
F
i
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

市
有
施
設
に
設
置
を
急
ぐ
よ
う
求
め
る
。

　
　
　１

　自
治
会
、
個
人
事
業
主
も
対

象
と
し
て
い
る
。

２

　こ
れ
ま
で
は
、
災
害
時
の
利
用
を
想

定
し
、
必
要
最
低
限
の
整
備
で
進
め
て
き

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
リ
モ
ー
ト
会

議
の
需
要
の
高
ま
り
も
あ
り
、
昨
年
度
か

ら
は
全
館
で
使
用
で
き
る
施
設
の
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問

問

答

答

星野みゆき

中
学
校
の
校
則
の
見
直
し

に
つ
い
て
問
う

浅井　宏昭

大
白
川
林
道
と
八
十
里
越

に
つ
い
て
問
う

本田　　篤

揚
水
発
電
の
可
能
性
を
模

索
せ
よ

ゴ
ミ
処
理
施
設
更
新
計
画

を
問
う

佐藤　　肇

い
こ
う
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一

般

質

問
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通
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順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　補
正
予
算
で
国
内
旅
行
対
策
は
特

別
な
企
画
を
し
て
い
る
が
、
記
録
的
な
円

安
の
今
、
外
国
人
観
光
に
向
け
た
対
策
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　外
国
人
観
光
客
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
広
域
の
雪
国
観
光
圏
３
県
７
市
で
多

言
語
ア
プ
リ
の
導
入
や
W
i
｜
F
i
環
境

の
整
備
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど
誘

客
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　観
光
誘
致
に
向
け
観
光
資
源
の
磨

き
あ
げ
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　市
と
観
光
協
会
が
関
係
業
者
と
連

携
し
て
、
尾
瀬
や
滝
雲
・
魚
沼
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
活
用
や
事
業
者
の
施
設
改
修
の
一

部
助
成
な
ど
観
光
誘
致
に
向
け
た
観
光
資

源
の
磨
き
あ
げ
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　空
き
家
・
空
き
店
舗
・
耕
作
放
棄

地
の
実
態
調
査
で
移
住
定
住
の
促
進
を
問
う
。

　
　
　今
年
度
、
空
き
家
等
実
態
調
査
を

実
施
し
、
所
有
者
の
意
向
な
ど
踏
ま
え
、

移
住
定
住
策
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

積
極
的
な
取
組
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　昨
年
度
、
経
済
産
業
省
の
調
査
に

手
を
挙
げ
候
補
地
と
な
り
、
開
発
事
業
者

よ
り
地
震
に
強
い
地
盤
な
ど
高
評
価
を

受
け
、
積
極
的
な
誘
致
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
施
策
に
つ
い
て

　
　
　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
必
要
で
、
市
の

さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　社
会
的
に
果
た
す
役
割
は
大
き

く
、
引
き
続
き
、
市
と
し
て
運
営
費
な
ど

様
々
な
面
で
支
援
す
る
。

　
　
　家
に
閉
じ
こ
も
ら
な
い
施
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
　若
返
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
な

ど
、
各
種
サ
ー
ク
ル
活
動
や
老
人
ク
ラ
ブ

の
支
援
な
ど
様
々
な
活
動
支
援
を
図
っ
て

い
く
。

　
　
　定
期
的
な
健
康
診
断
の
向
上
と
、

国
に
先
駆
け
「
魚
沼
皆
歯
科
健
診
」
の
実

施
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　歯
科
健
診
未
受
診
者
へ
健
診
の
必

要
性
に
つ
い
て
案
内
し
、
受
診
者
の
増
加

を
目
指
す
。

　
　
　終
末
期
医
療
へ
の
取
組
を
問
う
。

　
　
　Ａ
Ｃ
Ｐ（
人
生
会
議
）
の
講
演
会

な
ど
市
民
へ
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

問問問問

問問問問

答答答答

答答答答

　
　
　令
和
６
年
度
か
ら
森
林
環
境
税

が
、
国
税
と
し
て
一
人
１
，
０
０
０
円
が

賦
課
徴
収
さ
れ
る
。
森
林
環
境
譲
与
税
を

使
っ
て
ど
の
よ
う
に
森
林
整
備
を
進
め
る
か
。

　
　
　「う
お
ぬ
ま
森
の
学
校
」
及
び
「
森

林
塾
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、
人
材
育
成

と
担
い
手
確
保
に
努
め
、
森
林
整
備
を
進

め
て
い
く
。

　
　
　森
林
整
備
を
担
う
事
業
所
は
何
社

あ
り
、
何
人
が
携
わ
っ
て
い
る
か
。
１
年

に
何
人
の
担
い
手
が
確
保
さ
れ
て
い
る

か
。今
後
の
担
い
手
確
保
の
施
策
は
あ
る
か
。

　
　
　林
業
経
営
体
３
団
体
、
令
和
４
年

度
総
従
事
者
数
23
人
、
新
規
の
林
業
従
事

者
及
び
新
規
就
業
者
は
、
令
和
元
年
度
か

ら
４
年
間
を
見
て
み
る
と
横
ば
い
で
、
一

人
辞
め
て
一
人
増
え
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
国
の
林
業
従
事
者
数
は
減
少
し
て
い

る
た
め
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
周
知
事
業

が
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。
今
後
の
担
い
手
確
保
の
施
策
は
、

一
定
の
生
活
が
で
き
る
所
得
が
重
要
だ
と

考
え
る
。
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た

新
た
な
雇
用
の
創
出
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

﹁
部
活
動
の
地
域
移
行
﹂
の
問
題
点
と
課

題
に
つ
い
て
問
う

　
　
　部
活
動
検
討
委
員
会
で
協
議
さ
れ

た
問
題
点
と
課
題
は
何
か
。

　
　
　「運
営
主
体
と
な
り
う
る
団
体
の

育
成
、
確
保
を
含
め
た
、
指
導
者
等
の
人

材
確
保
と
資
質
向
上
の
問
題
」、「
生
徒
数
、

部
活
数
減
少
に
と
も
な
う
合
同
チ
ー
ム
、

合
同
部
活
動
の
編
成
と
大
会
へ
の
対
応
」、

「
受
益
者
負
担
の
考
え
方
の
整
理
等
財
源

の
確
保
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
　令
和
５
年
度
か
ら
休
日
の
部
活
動

が
地
域
に
移
行
し
て
い
く
が
、
保
護
者
へ

の
説
明
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

受
け
皿
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　現
在
、
検
討
委
員
会
の
中
に
、
保

護
者
代
表
と
し
て
入
っ
て
も
ら
い
、
今
年

度
は
、
保
護
者
、
生
徒
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
る
。受
け
皿
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
な
ど
、
既
存
の
市
の
団
体
と
協
議
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

問問

問問

答答

答答

　
　
　小
中
学
校
児
童
生
徒
に
は
パ
ソ
コ

ン
が
配
備
さ
れ
授
業
で
使
わ
れ
て
い
る
。

リ
ス
ク
対
策
を
問
う
。

１

　パ
ソ
コ
ン
の
使
用
時
間
な
ど
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

２

　視
力
だ
け
で
な
く
、
心
身
へ
の
影
響

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
受
け
止

め
て
い
る
か
。

３

　思
考
力
を
育
て
ず
、
学
習
し
て
も
記

憶
に
残
ら
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
先
行

す
る
諸
外
国
な
ど
の
結
果
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
か
。

　
　
　１

　文
部
科
学
省
が
作
成
し
て
い

る
児
童
生
徒
の
健
康
へ
の
配
慮
等
に
関
す

る
各
種
の
資
料
を
活
用
し
な
が
ら
、
保
護

者
用
、
児
童
生
徒
用
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
に

つ
い
て
の
案
内
を
作
成
し
、
運
用
ル
ー
ル

は
各
小
中
学
校
で
定
め
て
い
る
。

２

　１
日
の
時
間
を
決
め
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
を
指
導
し
、
児
童
生

徒
の
心
身
の
ケ
ア
に
も
相
談
・
支
援
体
制

の
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

３

　端
末
を
使
用
し
て
情
報
を
得
た
り
、

様
々
な
考
え
に
触
れ
な
が
ら
課
題
解
決
に

向
か
う
こ
と
で
、
よ
り
深
い
思
考
力
や
判

断
力
・
表
現
力
を
育
成
し
、
学
び
に
向
か

う
意
欲
を
育
て
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

食
事
作
り
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
教

育
を　

　
　市
の
食
育
推
進
計
画
の
基
本
理
念

に
基
づ
き
、「
食
は
命
の
源
で
あ
る
」
こ

と
を
実
感
さ
せ
る
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

「
早
寝
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
の
標
語
が

使
わ
れ
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
５
、
６
年

生
の
「
食
事
作
り
授
業
」
と
「
総
合
学
習
」

を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、「
食
事
作

り
が
で
き
る
子
ど
も
」
を
育
て
る
教
育
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　学
校
で
は
、
各
校
の
教
育
計
画
に

基
づ
き
、
栄
養
職
員
に
よ
る
食
育
指
導
や

家
庭
科
等
の
授
業
で
行
う
調
理
実
習
を
通

し
必
要
な
栄
養
素
や
食
事
の
大
切
さ
等
に

つ
い
て
学
習
を
進
め
て
い
る
。
小
学
校
高

学
年
の
家
庭
科
で
は
、
伝
統
的
な
日
常
食

で
あ
る
米
飯
と
み
そ
汁
の
調
理
の
仕
方
を

理
解
し
実
際
に
作
っ
て
い
る
。

問

問

答

答

　
　
　市
長
は
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
、
条
例
や
要
綱
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で

は
、
固
定
資
産
税
の
課
税
の
た
め
に
保
有

し
て
い
た
情
報
を
空
き
家
の
所
有
者
等
を

調
べ
る
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
危
険
な
空
き
家
が
存
在

し
て
も
、所
有
者
等
が
不
明
な
場
合
に
は
、

各
自
治
体
で
独
自
に
条
例
を
制
定
し
な
け

れ
ば
代
執
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
以
上
の
点
だ
け
で
は
な
い
が
、
特
措

法
の
施
行
に
よ
り
空
き
家
の
解
消
に
向
け

た
早
期
取
組
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え

る
。
ま
た
、
条
例
に
つ
い
て
は
、
本
年
２

月
の
定
例
会
に
お
い
て
、
特
措
法
に
基
づ

く
空
き
家
解
消
の
た
め
の
整
備
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　空
き
家
情
報
の
一
元
化
と
移
住
者

へ
の
案
内
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　行
政
で
は
、
空
き
家
所
有
者
の
特

定
や
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
依
頼
な
ど

は
で
き
る
が
、
空
き
家
へ
の
入
居
希
望
者

ま
た
は
、
空
き
家
所
有
者
か
ら
の
売
買
な

ど
の
具
体
的
な
相
談
対
応
は
、
民
間
の
不

動
産
事
業
者
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
業
務

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
だ
け
で
は
難
し

い
と
考
え
る
。
ま
た
、
空
き
家
情
報
の
移

住
者
へ
の
案
内
も
民
間
事
業
者
が
取
り
扱

う
物
件
と
行
政
が
取
り
扱
う
空
き
家
バ
ン

ク
の
物
件
が
あ
り
、
不
動
産
業
者
と
の
連

携
な
く
し
て
は
実
施
が
困
難
で
あ
る
と
考

え
る
。

　し
か
し
、
有
効
活
用
で
き
る
空
き
家
に

つ
い
て
は
、
移
住
定
住
を
促
進
す
る
う
え

で
重
要
な
資
源
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、

今
年
度
、
空
き
家
実
態
調
査
を
予
定
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
所
有
者
の
意
向
等
も
踏

ま
え
つ
つ
、
不
動
産
事
業
者
と
の
連
携
方

法
等
も
検
討
し
な
が
ら
、
空
き
家
が
少
な

く
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問

問

答

答

高野甲子雄

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
リ
ス

ク
対
策
は

佐藤　敏雄

コ
ロ
ナ
後
の
交
流
人
口
の

拡
大
策
に
つ
い
て
問
う

横山　正樹

魚
沼
市
の
森
林
整
備
事
業

の
推
進
に
つ
い
て
問
う

桑原　郁夫

空
き
家
、
廃
屋
対
策
に
つ

い
て
問
う
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般

質
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通
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　補
正
予
算
で
国
内
旅
行
対
策
は
特

別
な
企
画
を
し
て
い
る
が
、
記
録
的
な
円

安
の
今
、
外
国
人
観
光
に
向
け
た
対
策
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　外
国
人
観
光
客
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
広
域
の
雪
国
観
光
圏
３
県
７
市
で
多

言
語
ア
プ
リ
の
導
入
や
W
i
｜
F
i
環
境

の
整
備
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど
誘

客
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　観
光
誘
致
に
向
け
観
光
資
源
の
磨

き
あ
げ
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　市
と
観
光
協
会
が
関
係
業
者
と
連

携
し
て
、
尾
瀬
や
滝
雲
・
魚
沼
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
活
用
や
事
業
者
の
施
設
改
修
の
一

部
助
成
な
ど
観
光
誘
致
に
向
け
た
観
光
資

源
の
磨
き
あ
げ
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　空
き
家
・
空
き
店
舗
・
耕
作
放
棄

地
の
実
態
調
査
で
移
住
定
住
の
促
進
を
問
う
。

　
　
　今
年
度
、
空
き
家
等
実
態
調
査
を

実
施
し
、
所
有
者
の
意
向
な
ど
踏
ま
え
、

移
住
定
住
策
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

積
極
的
な
取
組
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　昨
年
度
、
経
済
産
業
省
の
調
査
に

手
を
挙
げ
候
補
地
と
な
り
、
開
発
事
業
者

よ
り
地
震
に
強
い
地
盤
な
ど
高
評
価
を

受
け
、
積
極
的
な
誘
致
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
施
策
に
つ
い
て

　
　
　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
必
要
で
、
市
の

さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　社
会
的
に
果
た
す
役
割
は
大
き

く
、
引
き
続
き
、
市
と
し
て
運
営
費
な
ど

様
々
な
面
で
支
援
す
る
。

　
　
　家
に
閉
じ
こ
も
ら
な
い
施
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
　若
返
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
な

ど
、
各
種
サ
ー
ク
ル
活
動
や
老
人
ク
ラ
ブ

の
支
援
な
ど
様
々
な
活
動
支
援
を
図
っ
て

い
く
。

　
　
　定
期
的
な
健
康
診
断
の
向
上
と
、

国
に
先
駆
け
「
魚
沼
皆
歯
科
健
診
」
の
実

施
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　歯
科
健
診
未
受
診
者
へ
健
診
の
必

要
性
に
つ
い
て
案
内
し
、
受
診
者
の
増
加

を
目
指
す
。

　
　
　終
末
期
医
療
へ
の
取
組
を
問
う
。

　
　
　Ａ
Ｃ
Ｐ（
人
生
会
議
）
の
講
演
会

な
ど
市
民
へ
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

問問問問

問問問問

答答答答

答答答答

　
　
　令
和
６
年
度
か
ら
森
林
環
境
税

が
、
国
税
と
し
て
一
人
１
，
０
０
０
円
が

賦
課
徴
収
さ
れ
る
。
森
林
環
境
譲
与
税
を

使
っ
て
ど
の
よ
う
に
森
林
整
備
を
進
め
る
か
。

　
　
　「う
お
ぬ
ま
森
の
学
校
」
及
び
「
森

林
塾
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、
人
材
育
成

と
担
い
手
確
保
に
努
め
、
森
林
整
備
を
進

め
て
い
く
。

　
　
　森
林
整
備
を
担
う
事
業
所
は
何
社

あ
り
、
何
人
が
携
わ
っ
て
い
る
か
。
１
年

に
何
人
の
担
い
手
が
確
保
さ
れ
て
い
る

か
。今
後
の
担
い
手
確
保
の
施
策
は
あ
る
か
。

　
　
　林
業
経
営
体
３
団
体
、
令
和
４
年

度
総
従
事
者
数
23
人
、
新
規
の
林
業
従
事

者
及
び
新
規
就
業
者
は
、
令
和
元
年
度
か

ら
４
年
間
を
見
て
み
る
と
横
ば
い
で
、
一

人
辞
め
て
一
人
増
え
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
国
の
林
業
従
事
者
数
は
減
少
し
て
い

る
た
め
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
周
知
事
業

が
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。
今
後
の
担
い
手
確
保
の
施
策
は
、

一
定
の
生
活
が
で
き
る
所
得
が
重
要
だ
と

考
え
る
。
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た

新
た
な
雇
用
の
創
出
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

﹁
部
活
動
の
地
域
移
行
﹂
の
問
題
点
と
課

題
に
つ
い
て
問
う

　
　
　部
活
動
検
討
委
員
会
で
協
議
さ
れ

た
問
題
点
と
課
題
は
何
か
。

　
　
　「運
営
主
体
と
な
り
う
る
団
体
の

育
成
、
確
保
を
含
め
た
、
指
導
者
等
の
人

材
確
保
と
資
質
向
上
の
問
題
」、「
生
徒
数
、

部
活
数
減
少
に
と
も
な
う
合
同
チ
ー
ム
、

合
同
部
活
動
の
編
成
と
大
会
へ
の
対
応
」、

「
受
益
者
負
担
の
考
え
方
の
整
理
等
財
源

の
確
保
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
　令
和
５
年
度
か
ら
休
日
の
部
活
動

が
地
域
に
移
行
し
て
い
く
が
、
保
護
者
へ

の
説
明
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

受
け
皿
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　現
在
、
検
討
委
員
会
の
中
に
、
保

護
者
代
表
と
し
て
入
っ
て
も
ら
い
、
今
年

度
は
、
保
護
者
、
生
徒
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
る
。受
け
皿
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
な
ど
、
既
存
の
市
の
団
体
と
協
議
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

問問

問問

答答

答答

　
　
　小
中
学
校
児
童
生
徒
に
は
パ
ソ
コ

ン
が
配
備
さ
れ
授
業
で
使
わ
れ
て
い
る
。

リ
ス
ク
対
策
を
問
う
。

１

　パ
ソ
コ
ン
の
使
用
時
間
な
ど
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

２

　視
力
だ
け
で
な
く
、
心
身
へ
の
影
響

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
受
け
止

め
て
い
る
か
。

３

　思
考
力
を
育
て
ず
、
学
習
し
て
も
記

憶
に
残
ら
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
先
行

す
る
諸
外
国
な
ど
の
結
果
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
か
。

　
　
　１

　文
部
科
学
省
が
作
成
し
て
い

る
児
童
生
徒
の
健
康
へ
の
配
慮
等
に
関
す

る
各
種
の
資
料
を
活
用
し
な
が
ら
、
保
護

者
用
、
児
童
生
徒
用
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
に

つ
い
て
の
案
内
を
作
成
し
、
運
用
ル
ー
ル

は
各
小
中
学
校
で
定
め
て
い
る
。

２

　１
日
の
時
間
を
決
め
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
を
指
導
し
、
児
童
生

徒
の
心
身
の
ケ
ア
に
も
相
談
・
支
援
体
制

の
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

３

　端
末
を
使
用
し
て
情
報
を
得
た
り
、

様
々
な
考
え
に
触
れ
な
が
ら
課
題
解
決
に

向
か
う
こ
と
で
、
よ
り
深
い
思
考
力
や
判

断
力
・
表
現
力
を
育
成
し
、
学
び
に
向
か

う
意
欲
を
育
て
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

食
事
作
り
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
教

育
を　

　
　市
の
食
育
推
進
計
画
の
基
本
理
念

に
基
づ
き
、「
食
は
命
の
源
で
あ
る
」
こ

と
を
実
感
さ
せ
る
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

「
早
寝
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
の
標
語
が

使
わ
れ
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
５
、
６
年

生
の
「
食
事
作
り
授
業
」
と
「
総
合
学
習
」

を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、「
食
事
作

り
が
で
き
る
子
ど
も
」
を
育
て
る
教
育
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　学
校
で
は
、
各
校
の
教
育
計
画
に

基
づ
き
、
栄
養
職
員
に
よ
る
食
育
指
導
や

家
庭
科
等
の
授
業
で
行
う
調
理
実
習
を
通

し
必
要
な
栄
養
素
や
食
事
の
大
切
さ
等
に

つ
い
て
学
習
を
進
め
て
い
る
。
小
学
校
高

学
年
の
家
庭
科
で
は
、
伝
統
的
な
日
常
食

で
あ
る
米
飯
と
み
そ
汁
の
調
理
の
仕
方
を

理
解
し
実
際
に
作
っ
て
い
る
。

問

問

答

答

　
　
　市
長
は
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
、
条
例
や
要
綱
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で

は
、
固
定
資
産
税
の
課
税
の
た
め
に
保
有

し
て
い
た
情
報
を
空
き
家
の
所
有
者
等
を

調
べ
る
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
危
険
な
空
き
家
が
存
在

し
て
も
、所
有
者
等
が
不
明
な
場
合
に
は
、

各
自
治
体
で
独
自
に
条
例
を
制
定
し
な
け

れ
ば
代
執
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
以
上
の
点
だ
け
で
は
な
い
が
、
特
措

法
の
施
行
に
よ
り
空
き
家
の
解
消
に
向
け

た
早
期
取
組
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え

る
。
ま
た
、
条
例
に
つ
い
て
は
、
本
年
２

月
の
定
例
会
に
お
い
て
、
特
措
法
に
基
づ

く
空
き
家
解
消
の
た
め
の
整
備
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　空
き
家
情
報
の
一
元
化
と
移
住
者

へ
の
案
内
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　行
政
で
は
、
空
き
家
所
有
者
の
特

定
や
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
依
頼
な
ど

は
で
き
る
が
、
空
き
家
へ
の
入
居
希
望
者

ま
た
は
、
空
き
家
所
有
者
か
ら
の
売
買
な

ど
の
具
体
的
な
相
談
対
応
は
、
民
間
の
不

動
産
事
業
者
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
業
務

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
だ
け
で
は
難
し

い
と
考
え
る
。
ま
た
、
空
き
家
情
報
の
移

住
者
へ
の
案
内
も
民
間
事
業
者
が
取
り
扱

う
物
件
と
行
政
が
取
り
扱
う
空
き
家
バ
ン

ク
の
物
件
が
あ
り
、
不
動
産
業
者
と
の
連

携
な
く
し
て
は
実
施
が
困
難
で
あ
る
と
考

え
る
。

　し
か
し
、
有
効
活
用
で
き
る
空
き
家
に

つ
い
て
は
、
移
住
定
住
を
促
進
す
る
う
え

で
重
要
な
資
源
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、

今
年
度
、
空
き
家
実
態
調
査
を
予
定
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
所
有
者
の
意
向
等
も
踏

ま
え
つ
つ
、
不
動
産
事
業
者
と
の
連
携
方

法
等
も
検
討
し
な
が
ら
、
空
き
家
が
少
な

く
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問

問

答

答

高野甲子雄

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
リ
ス

ク
対
策
は

佐藤　敏雄

コ
ロ
ナ
後
の
交
流
人
口
の

拡
大
策
に
つ
い
て
問
う

横山　正樹

魚
沼
市
の
森
林
整
備
事
業

の
推
進
に
つ
い
て
問
う

桑原　郁夫

空
き
家
、
廃
屋
対
策
に
つ

い
て
問
う
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学
校
給
食
費
に
つ
い
て

　
　
　１

　物
価
高
騰
で
、
食
材
費
の
影
響

は
あ
る
か
。

２

　影
響
が
あ
る
場
合
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

３

　地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
給

食
費
の
手
当
は
考
え
な
い
か
。

４

　年
間
通
じ
て
保
護
者
の
負
担
は
大
き

い
。
給
食
費
軽
減
措
置
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　１

　報
道
等
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
パ
ン
や
う
ど
ん
等
の
一
部
の
基
本
物

資
、
サ
ラ
ダ
油
と
い
っ
た
油
脂
類
が
挙
げ
ら

れ
る
。

２

　今
後
の
食
材
費
の
高
騰
な
ど
の
情
報
に

注
視
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
予
算
措
置
等
の
対

応
を
し
て
い
く
。

３

　現
時
点
で
は
給
食
費
へ
の
影
響
が
大
き

く
な
い
こ
と
か
ら
活
用
は
考
え
て
い
な
い
。

４

　物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
を
給
食
費
の
軽

減
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、
生
活
困
窮
の
家
庭
に
は
就
学
援
助
制
度

に
よ
り
引
き
続
き
給
食
費
の
軽
減
を
図
っ
て

い
く
。

地
震
災
害
に
つ
い
て

　
　
　新
潟
県
が
「
地
震
被
害
想
定
調
査
結

果
」
を
今
年
３
月
に
公
表
し
た
。
魚
沼
市
に

関
係
す
る
「
長
岡
平
野
西
縁
断
層
帯
」
が
前

回
２
０
１
０
年
よ
り
も
何
倍
も
の
被
害
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。
改
め
て
認
識
を
伺
う
。

１

　市
内
建
物
の
耐
震
化
率
は
ど
の
程
度
な

の
か
。

２

　建
物
の
電
気
火
災
を
未
然
に
防
げ
る
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
推
奨
や
費
用
助
成
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

３

　降
雪
時
や
原
発
事
故
な
ど
へ
の
複
合
災

害
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
現
状
の
計
画
の

見
直
し
は
行
う
の
か
。

　
　
　１

　約
７
割
と
な
っ
て
い
る
。

２

　設
置
推
奨
は
、現
在
行
っ
て
い
な
い
が
、

今
後
、
地
震
発
生
時
の
電
気
ブ
レ
ー
カ
ー
遮

断
の
重
要
性
に
つ
い
て
周
知
を
検
討
し
て
い

く
。
設
置
に
対
す
る
費
用
助
成
は
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

３

　必
要
に
応
じ
て
計
画
の
見
直
し
や
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
整
備
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

林
業
従
事
者
育
成
に
つ
い
て

　
　
　森
林
資
源
活
用
は
、自
然
環
境
保
全
、

地
球
温
暖
化
対
策
で
欠
か
せ
な
い
。
思
い
切

っ
て
林
業
者
育
成
に
踏
み
出
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　人
材
育
成
と
担
い
手
確
保
の
た
め
の

各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
継
続

的
に
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
た
新
規
事
業
を
林
業
経
営
体

と
協
力
し
て
実
施
し
、
林
業
者
育
成
に
努
め

て
い
く
。

　
　
　「特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
制
度
」
は
人
口
減
少
地
域
に
お
い
て
、

国
の
制
度
に
沿
っ
て
組
合
を
設
立
し
労
働

者
派
遣
事
業
を
実
施
す
る
制
度
で
あ
り
、

魚
沼
市
も
該
当
す
る
。
組
合
運
営
や
労
働

者
に
対
し
て
財
政
支
援
を
国
が
行
う
。
魚

沼
市
で
は
季
節
ご
と
に
繁
忙
期
の
異
な
る

生
産
事
業
や
冬
季
の
除
雪
作
業
や
ス
キ
ー

場
等
の
観
光
産
業
等
必
要
人
口
の
違
い
も

あ
り
通
年
で
雇
用
を
図
る
に
も
踏
み
切
れ

な
い
事
業
所
も
あ
る
。
本
制
度
を
利
用
し

て
安
定
的
な
雇
用
環
境
と
一
定
の
給
与
水

準
を
確
保
し
地
域
内
外
の
人
を
呼
び
込
み

活
性
化
と
地
元
企
業
の
維
持
拡
大
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
　本
制
度
が
、
雇
用
・
定
住
対
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
は
、
認

識
し
て
い
る
が
、
課
題
も
多
く
存
在
す
る

た
め
、
現
時
点
で
は
制
度
の
活
用
は
考
え

て
い
な
い
。
た
だ
し
、
雇
用
人
材
確
保
や

移
住
・
定
住
対
策
は
、
市
の
重
要
な
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
団
体
に
お
け
る
運

営
情
報
の
収
集
や
市
内
事
業
者
か
ら
の
聞

き
取
り
を
行
う
な
ど
制
度
の
研
究
を
進
め

て
い
く
。

新
た
な
観
光
ル
ー
ト
の
拡
充
を
問
う

　
　
　只
見
線
と
飯
山
線
の
相
互
乗
り
入

れ
体
制
を
図
り
、
長
野
福
島
縦
断
鉄
道
を

Ｊ
Ｒ
に
働
き
か
け
誘
客
人
口
の
拡
充
と
関

係
団
体
と
協
議
を
行
い
途
中
下
車
で
の
景

観
や
お
も
て
な
し
環
境
を
整
え
活
性
化
策

と
し
て
働
き
か
け
な
い
か
。

　
　
　こ
れ
ま
で
、
只
見
線
と
飯
山
線
の

相
互
乗
り
入
れ
に
関
し
て
Ｊ
Ｒ
の
要
望
事

項
に
含
め
た
こ
と
は
な
い
が
、
指
摘
の
と

お
り
、
複
数
県
を
ま
た
ぐ
観
光
イ
ベ
ン
ト

列
車
の
運
行
は
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
な
ど
に

お
け
る
誘
客
拡
大
に
効
果
的
と
考
え
る
の

で
、
関
係
機
関
と
そ
の
実
現
性
な
ど
に
つ

い
て
精
査
を
し
て
い
く
。
只
見
線
利
活
用

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と
連
携

し
て
地
域
活
性
化
の
取
組
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
市
と
し
て
只
見

線
沿
線
の
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、
議
員

提
案
の
内
容
も
含
め
て
研
究
し
て
い
く
。

問

問

答

答

　
　
　家
族
の
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
悩
み
は
自
分

一
人
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
、
孤
立
感
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
と
い

う
。
ど
う
見
つ
け
、
ど
う
支
援
す
る
か
。

　
　
　学
校
で
の
丁
寧
な
見
取
り
や
欠
席

状
況
、
教
育
相
談
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ

り
把
握
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
家
庭
訪
問
す

る
よ
う
な
場
合
は
、
面
談
で
子
ど
も
の
家

族
関
係
に
つ
い
て
も
把
握
し
支
援
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
学
校
の
み
で
対

応
が
困
難
な
場
合
は
、
子
ど
も
課
内
に
今

年
度
設
置
し
た
、「
子
ど
も
家
庭
相
互
支

援
拠
点
」
を
通
じ
、「
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
」
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

農
山
村
の
持
続
的
発
展
に
つ
い
て

　
　
　政
府
は
み
ど
り
戦
略
に
よ
り
、
２

０
５
０
年
を
目
指
す
目
標
の
中
に
、
化
学

肥
料
や
農
薬
の
削
減
、
有
機
農
業
の
面
積

拡
大
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
市
内

の
学
校
給
食
に
有
機
農
産
物
を
供
給
す
る

よ
う
、
価
格
保
障
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
水
田
活
用
交
付
金
の
大
幅
カ
ッ
ト

や
、
５
年
間
一
度
も
水
張
り
の
な
い
水
田

を
交
付
金
の
対
象
か
ら
除
く
「
５
年
ル
ー

ル
」
は
、
中
山
間
地
で
の
農
地
の
維
持
な

ど
、関
係
者
の
努
力
を
無
視
す
る
も
の
だ
。

市
は
ど
う
対
応
す
る
か
。

　
　
　有
機
農
産
物
の
学
校
給
食
へ
の
供

給
は
、
安
定
し
た
供
給
力
の
確
保
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
、
農
業
関

係
者
そ
し
て
学
校
関
係
者
と
整
理
を
し
て

い
き
た
い
。
水
田
交
付
金
関
係
に
つ
い
て

は
、
現
場
か
ら
の
声
と
し
て
「
中
山
間
地

域
で
は
交
付
金
が
な
く
な
れ
ば
、
農
地
を

誰
も
引
き
受
け
ず
耕
作
放
棄
地
が
増
え

る
」
こ
と
を
県
を
通
じ
国
に
提
出
し
て
い

ま
す
。
詳
細
な
制
度
内
容
を
把
握
し
、
生

産
者
と
共
に
ど
う
い
う
対
応
が
で
き
る
か

を
踏
ま
え
、
国
や
県
に
要
望
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

問 問

問

問問 答 答

答 答答

　
　
　政
府
は
G
o
T
o
ト
ラ
ベ
ル
再
開

時
期
の
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
当
市

で
は
上
乗
せ
す
る
よ
う
な
プ
ラ
ン
は
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　現
在
行
わ
れ
て
い
る
県
民
割
・
ブ

ロ
ッ
ク
割
の
上
乗
せ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し

て
、
連
泊
す
る
ご
と
に
プ
レ
ミ
ア
ム
が
加

算
さ
れ
る
地
域
商
品
券
と
魚
沼
市
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
２
合
パ
ッ
ク
の
贈
呈
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　
　今
後
、
市
外
か
ら
の
誘
客
を
考
え

た
補
助
制
度
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　本
市
で
１
泊
以
上
の
団
体
旅
行
を

企
画
す
る
旅
行
事
業
者
に
対
し
て
、
バ
ス

の
種
類
に
応
じ
た
団
体
旅
行
貸
切
バ
ス
ツ

ア
ー
支
援
補
助
金
を
交
付
す
る
。

　
　
　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
泊
食
分
離

（
宿
泊
す
る
が
宿
で
は
食
事
を
摂
ら
ず
、

夕
食
は
外
食
）
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
い
。

魚
沼
市
に
お
い
て
何
か
解
決
策
等
を
検
討

し
た
実
績
が
あ
る
の
か
。

　
　
　泊
食
分
離
の
検
討
は
し
て
い
な
い

が
、
今
後
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
宿
泊
施
設
と

観
光
客
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
大
事
だ
と
考

え
る
の
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

中
学
校
の
部
活
動
の
今
後
に
つ
い
て

　
　
　令
和
５
年
度
よ
り
休
日
の
学
校
部

活
動
が
地
域
部
活
動
へ
移
行
が
始
ま
る
。

保
護
者
の
金
銭
的
な
負
担
が
大
き
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　国
は
、
地
域
部
活
動
が
学
校
外
の

活
動
の
た
め
、
運
営
費
用
は
受
益
者
負
担

を
原
則
と
し
て
地
域
移
行
す
る
と
し
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
適
正
な
受
益
者
負
担

の
設
定
に
つ
い
て
は
、
部
活
動
検
討
委
員

会
で
十
分
に
検
討
、
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
。
一
方
で
、
受
益
者
負
担
の
発
生
で
活

動
に
参
加
で
き
な
く
な
る
生
徒
の
発
生
を

防
ぐ
必
要
が
あ
る
た
め
公
的
な
支
援
に
つ

い
て
国
や
県
の
財
政
支
援
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。ま
た
、

学
校
施
設
の
開
放
や
体
育
施
設
の
使
用
料

減
免
、
移
動
の
た
め
の
バ
ス
費
用
の
支
援

等
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
。

問問 問

問

答答

答答

遠藤　徳一

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
制
度
に
取
り
組
ま

な
い
か

　

星　　直樹

観
光
振
興
に
つ
い
て
問
う

大平　恭児

学
校
給
食
費
を
軽
減
す
べ

き
で
は
な
い
か

佐藤　達雄

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握

と
対
応
を
問
う
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

学
校
給
食
費
に
つ
い
て

　
　
　１

　物
価
高
騰
で
、
食
材
費
の
影
響

は
あ
る
か
。

２

　影
響
が
あ
る
場
合
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

３

　地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
給

食
費
の
手
当
は
考
え
な
い
か
。

４

　年
間
通
じ
て
保
護
者
の
負
担
は
大
き

い
。
給
食
費
軽
減
措
置
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　１

　報
道
等
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
パ
ン
や
う
ど
ん
等
の
一
部
の
基
本
物

資
、
サ
ラ
ダ
油
と
い
っ
た
油
脂
類
が
挙
げ
ら

れ
る
。

２

　今
後
の
食
材
費
の
高
騰
な
ど
の
情
報
に

注
視
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
予
算
措
置
等
の
対

応
を
し
て
い
く
。

３

　現
時
点
で
は
給
食
費
へ
の
影
響
が
大
き

く
な
い
こ
と
か
ら
活
用
は
考
え
て
い
な
い
。

４

　物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
を
給
食
費
の
軽

減
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、
生
活
困
窮
の
家
庭
に
は
就
学
援
助
制
度

に
よ
り
引
き
続
き
給
食
費
の
軽
減
を
図
っ
て

い
く
。

地
震
災
害
に
つ
い
て

　
　
　新
潟
県
が
「
地
震
被
害
想
定
調
査
結

果
」
を
今
年
３
月
に
公
表
し
た
。
魚
沼
市
に

関
係
す
る
「
長
岡
平
野
西
縁
断
層
帯
」
が
前

回
２
０
１
０
年
よ
り
も
何
倍
も
の
被
害
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。
改
め
て
認
識
を
伺
う
。

１

　市
内
建
物
の
耐
震
化
率
は
ど
の
程
度
な

の
か
。

２

　建
物
の
電
気
火
災
を
未
然
に
防
げ
る
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
推
奨
や
費
用
助
成
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

３

　降
雪
時
や
原
発
事
故
な
ど
へ
の
複
合
災

害
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
現
状
の
計
画
の

見
直
し
は
行
う
の
か
。

　
　
　１

　約
７
割
と
な
っ
て
い
る
。

２

　設
置
推
奨
は
、現
在
行
っ
て
い
な
い
が
、

今
後
、
地
震
発
生
時
の
電
気
ブ
レ
ー
カ
ー
遮

断
の
重
要
性
に
つ
い
て
周
知
を
検
討
し
て
い

く
。
設
置
に
対
す
る
費
用
助
成
は
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

３

　必
要
に
応
じ
て
計
画
の
見
直
し
や
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
整
備
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

林
業
従
事
者
育
成
に
つ
い
て

　
　
　森
林
資
源
活
用
は
、自
然
環
境
保
全
、

地
球
温
暖
化
対
策
で
欠
か
せ
な
い
。
思
い
切

っ
て
林
業
者
育
成
に
踏
み
出
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　人
材
育
成
と
担
い
手
確
保
の
た
め
の

各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
継
続

的
に
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
た
新
規
事
業
を
林
業
経
営
体

と
協
力
し
て
実
施
し
、
林
業
者
育
成
に
努
め

て
い
く
。

　
　
　「特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
制
度
」
は
人
口
減
少
地
域
に
お
い
て
、

国
の
制
度
に
沿
っ
て
組
合
を
設
立
し
労
働

者
派
遣
事
業
を
実
施
す
る
制
度
で
あ
り
、

魚
沼
市
も
該
当
す
る
。
組
合
運
営
や
労
働

者
に
対
し
て
財
政
支
援
を
国
が
行
う
。
魚

沼
市
で
は
季
節
ご
と
に
繁
忙
期
の
異
な
る

生
産
事
業
や
冬
季
の
除
雪
作
業
や
ス
キ
ー

場
等
の
観
光
産
業
等
必
要
人
口
の
違
い
も

あ
り
通
年
で
雇
用
を
図
る
に
も
踏
み
切
れ

な
い
事
業
所
も
あ
る
。
本
制
度
を
利
用
し

て
安
定
的
な
雇
用
環
境
と
一
定
の
給
与
水

準
を
確
保
し
地
域
内
外
の
人
を
呼
び
込
み

活
性
化
と
地
元
企
業
の
維
持
拡
大
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
　本
制
度
が
、
雇
用
・
定
住
対
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
は
、
認

識
し
て
い
る
が
、
課
題
も
多
く
存
在
す
る

た
め
、
現
時
点
で
は
制
度
の
活
用
は
考
え

て
い
な
い
。
た
だ
し
、
雇
用
人
材
確
保
や

移
住
・
定
住
対
策
は
、
市
の
重
要
な
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
団
体
に
お
け
る
運

営
情
報
の
収
集
や
市
内
事
業
者
か
ら
の
聞

き
取
り
を
行
う
な
ど
制
度
の
研
究
を
進
め

て
い
く
。

新
た
な
観
光
ル
ー
ト
の
拡
充
を
問
う

　
　
　只
見
線
と
飯
山
線
の
相
互
乗
り
入

れ
体
制
を
図
り
、
長
野
福
島
縦
断
鉄
道
を

Ｊ
Ｒ
に
働
き
か
け
誘
客
人
口
の
拡
充
と
関

係
団
体
と
協
議
を
行
い
途
中
下
車
で
の
景

観
や
お
も
て
な
し
環
境
を
整
え
活
性
化
策

と
し
て
働
き
か
け
な
い
か
。

　
　
　こ
れ
ま
で
、
只
見
線
と
飯
山
線
の

相
互
乗
り
入
れ
に
関
し
て
Ｊ
Ｒ
の
要
望
事

項
に
含
め
た
こ
と
は
な
い
が
、
指
摘
の
と

お
り
、
複
数
県
を
ま
た
ぐ
観
光
イ
ベ
ン
ト

列
車
の
運
行
は
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
な
ど
に

お
け
る
誘
客
拡
大
に
効
果
的
と
考
え
る
の

で
、
関
係
機
関
と
そ
の
実
現
性
な
ど
に
つ

い
て
精
査
を
し
て
い
く
。
只
見
線
利
活
用

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と
連
携

し
て
地
域
活
性
化
の
取
組
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
市
と
し
て
只
見

線
沿
線
の
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、
議
員

提
案
の
内
容
も
含
め
て
研
究
し
て
い
く
。

問

問

答

答

　
　
　家
族
の
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
悩
み
は
自
分

一
人
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
、
孤
立
感
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
と
い

う
。
ど
う
見
つ
け
、
ど
う
支
援
す
る
か
。

　
　
　学
校
で
の
丁
寧
な
見
取
り
や
欠
席

状
況
、
教
育
相
談
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ

り
把
握
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
家
庭
訪
問
す

る
よ
う
な
場
合
は
、
面
談
で
子
ど
も
の
家

族
関
係
に
つ
い
て
も
把
握
し
支
援
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
学
校
の
み
で
対

応
が
困
難
な
場
合
は
、
子
ど
も
課
内
に
今

年
度
設
置
し
た
、「
子
ど
も
家
庭
相
互
支

援
拠
点
」
を
通
じ
、「
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
」
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

農
山
村
の
持
続
的
発
展
に
つ
い
て

　
　
　政
府
は
み
ど
り
戦
略
に
よ
り
、
２

０
５
０
年
を
目
指
す
目
標
の
中
に
、
化
学

肥
料
や
農
薬
の
削
減
、
有
機
農
業
の
面
積

拡
大
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
市
内

の
学
校
給
食
に
有
機
農
産
物
を
供
給
す
る

よ
う
、
価
格
保
障
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
水
田
活
用
交
付
金
の
大
幅
カ
ッ
ト

や
、
５
年
間
一
度
も
水
張
り
の
な
い
水
田

を
交
付
金
の
対
象
か
ら
除
く
「
５
年
ル
ー

ル
」
は
、
中
山
間
地
で
の
農
地
の
維
持
な

ど
、関
係
者
の
努
力
を
無
視
す
る
も
の
だ
。

市
は
ど
う
対
応
す
る
か
。

　
　
　有
機
農
産
物
の
学
校
給
食
へ
の
供

給
は
、
安
定
し
た
供
給
力
の
確
保
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
、
農
業
関

係
者
そ
し
て
学
校
関
係
者
と
整
理
を
し
て

い
き
た
い
。
水
田
交
付
金
関
係
に
つ
い
て

は
、
現
場
か
ら
の
声
と
し
て
「
中
山
間
地

域
で
は
交
付
金
が
な
く
な
れ
ば
、
農
地
を

誰
も
引
き
受
け
ず
耕
作
放
棄
地
が
増
え

る
」
こ
と
を
県
を
通
じ
国
に
提
出
し
て
い

ま
す
。
詳
細
な
制
度
内
容
を
把
握
し
、
生

産
者
と
共
に
ど
う
い
う
対
応
が
で
き
る
か

を
踏
ま
え
、
国
や
県
に
要
望
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

問 問

問

問問 答 答

答 答答

　
　
　政
府
は
G
o
T
o
ト
ラ
ベ
ル
再
開

時
期
の
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
当
市

で
は
上
乗
せ
す
る
よ
う
な
プ
ラ
ン
は
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　現
在
行
わ
れ
て
い
る
県
民
割
・
ブ

ロ
ッ
ク
割
の
上
乗
せ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し

て
、
連
泊
す
る
ご
と
に
プ
レ
ミ
ア
ム
が
加

算
さ
れ
る
地
域
商
品
券
と
魚
沼
市
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
２
合
パ
ッ
ク
の
贈
呈
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　
　今
後
、
市
外
か
ら
の
誘
客
を
考
え

た
補
助
制
度
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　本
市
で
１
泊
以
上
の
団
体
旅
行
を

企
画
す
る
旅
行
事
業
者
に
対
し
て
、
バ
ス

の
種
類
に
応
じ
た
団
体
旅
行
貸
切
バ
ス
ツ

ア
ー
支
援
補
助
金
を
交
付
す
る
。

　
　
　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
泊
食
分
離

（
宿
泊
す
る
が
宿
で
は
食
事
を
摂
ら
ず
、

夕
食
は
外
食
）
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
い
。

魚
沼
市
に
お
い
て
何
か
解
決
策
等
を
検
討

し
た
実
績
が
あ
る
の
か
。

　
　
　泊
食
分
離
の
検
討
は
し
て
い
な
い

が
、
今
後
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
宿
泊
施
設
と

観
光
客
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
大
事
だ
と
考

え
る
の
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

中
学
校
の
部
活
動
の
今
後
に
つ
い
て

　
　
　令
和
５
年
度
よ
り
休
日
の
学
校
部

活
動
が
地
域
部
活
動
へ
移
行
が
始
ま
る
。

保
護
者
の
金
銭
的
な
負
担
が
大
き
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　国
は
、
地
域
部
活
動
が
学
校
外
の

活
動
の
た
め
、
運
営
費
用
は
受
益
者
負
担

を
原
則
と
し
て
地
域
移
行
す
る
と
し
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
適
正
な
受
益
者
負
担

の
設
定
に
つ
い
て
は
、
部
活
動
検
討
委
員

会
で
十
分
に
検
討
、
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
。
一
方
で
、
受
益
者
負
担
の
発
生
で
活

動
に
参
加
で
き
な
く
な
る
生
徒
の
発
生
を

防
ぐ
必
要
が
あ
る
た
め
公
的
な
支
援
に
つ

い
て
国
や
県
の
財
政
支
援
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。ま
た
、

学
校
施
設
の
開
放
や
体
育
施
設
の
使
用
料

減
免
、
移
動
の
た
め
の
バ
ス
費
用
の
支
援

等
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
。

問問 問

問

答答

答答

遠藤　徳一

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
制
度
に
取
り
組
ま

な
い
か

　

星　　直樹

観
光
振
興
に
つ
い
て
問
う

大平　恭児

学
校
給
食
費
を
軽
減
す
べ

き
で
は
な
い
か

佐藤　達雄

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握

と
対
応
を
問
う



1011 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ

る
が
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
不
安
定
さ
が

電
力
供
給
に
不
安
視
さ
れ
る
。
そ
の
不
足

供
給
を
直
ち
に
補
え
る
の
が「
揚
水
発
電
」

で
あ
り
、
今
年
３
月
に
首
都
圏
の
「
電
力

需
給
ひ
っ
迫
警
報
」
を
免
れ
た
の
は
、
揚

水
発
電
の
フ
ル
稼
働
に
よ
り
回
避
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
揚
水
発
電
は
電
力
需
給
と

供
給
の
差
を
埋
め
る
手
段
と
し
て
有
効
的

で
あ
る
。
私
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、
冬
季

除
雪
流
雪
用
水
の
増
水
、
脱
炭
素
社
会
を

目
指
す
た
め
に
前
回
一
般
質
問
し
た
が
、

い
ず
れ
も
「
揚
水
発
電
」
の
必
要
性
が
あ

り
、
提
案
が
必
要
と
考
え
質
問
す
る
も
の

で
あ
る
。

　デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
条
件
に
、
電

力
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
が
入
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
あ
る
。
そ
し
て
冬
季
除

雪
流
雪
用
水
増
は
、
中
止
さ
れ
た
湯
之
谷

揚
水
発
電
計
画
時
に
は
増
水
す
る
こ
と

で
、
冬
季
間
の
佐
梨
川
の
水
量
を
増
し
水

不
足
を
解
消
す
る
声
も
あ
っ
た
と
聞
く
。

市
長
は
「
揚
水
発
電
」
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘
致
で
い
え

ば
、
発
電
所
で
発
電
さ
れ
た
電
気
を
、
直

接
、
安
価
に
立
地
地
域
に
供
給
、
配
電
可

能
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
有
効
と
考

え
る
。
し
か
し
、
中
止
さ
れ
た
湯
之
谷
揚

水
発
電
計
画
の
際
の
、
環
境
問
題
や
過
去

の
経
緯
な
ど
、
慎
重
に
判
断
す
べ
き
と
考

え
る
。

消
雪
促
進
対
策
事
業
へ
の
助
成
に
つ
い
て

　
　
　事
業
対
象
の
水
稲
で
は
、「
４
月

１
日
現
在
で
積
雪
量
が
２
５
０
㎝
以
上
の

ほ
場
に
限
る
」
と
し
て
い
る
が
、
対
象
と

す
る
時
期
が
遅
す
ぎ
る
と
思
わ
な
い
か
。

助
成
申
請
件
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　消
雪
状
態
に
大
き
な
差
が
あ
る
本

市
で
は
、
現
在
の
基
準
が
農
作
業
に
即
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
生
産
者
、

農
業
関
係
機
関
と
検
証
し
た
い
。
助
成
件

数
は
令
和
４
年
度
１
件
、
令
和
３
年
度
は

０
件
で
あ
る
。

問

問 答答

　
　
　デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

は
、
地
方
が
抱
え
る
課
題
を
デ
ジ
タ
ル
を

通
じ
て
解
決
し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
ず

全
て
の
人
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
で
き
る
心
豊
か
な
暮
ら
し
、
地
域
の

個
性
を
生
か
し
た
持
続
可
能
な
経
済
社
会

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ

こ
で
次
の
点
を
伺
う
。

　例
え
ば
、「
遠
隔
診
療
の
実
現
・
公
共

交
通
の
予
約
・
防
災
無
線
や
防
災
ラ
ジ
オ

の
情
報
が
届
か
な
い
家
庭
や
人
の
解
消
・

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
買
い
物
支
援
」
な
ど
、

自
治
体
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
よ
り
多
く
の

方
に
情
報
提
供
し
た
り
、
高
齢
者
・
障
が

い
者
、
観
光
で
訪
れ
る
旅
行
者
な
ど
、
多

く
の
方
に
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
市
長
は
魚
沼
市
の
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
い
る
か
。

　
　
　本
市
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
構
想
は
、
ま
だ
具
体
的
な
も
の
は
な
い

が
、
今
年
度
か
ら
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
庁
内
組

織
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
で
議
員
提
案
の

内
容
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
全
て
の
世
帯
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
先
般
上

越
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
が
こ
の
８
月
よ
り

十
日
町
エ
リ
ア
に
放
送
エ
リ
ア
を
拡
大
す

る
と
報
道
さ
れ
て
い
た
。
高
齢
者
の
多
く

は
、
情
報
を
テ
レ
ビ
か
ら
得
て
い
る
の
が

現
実
で
あ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を

活
用
し
て
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
を
実

現
す
る
た
め
に
、
魚
沼
市
も
県
内
の
民
間

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
へ
の
移
行
や
Ｆ
Ｍ

う
お
ぬ
ま
等
を
中
心
に
新
た
な
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
会
社
を
設
立
し
移
行
す
る
こ
と
な

ど
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
長
は
ど

う
考
え
る
か
。

　
　
　ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
民
間
会

社
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
番
組
制
作
と
放

送
事
業
は
、
既
に
民
間
企
業
に
委
託
し
て

い
る
。
設
備
の
再
整
備
を
含
め
た
今
後
の

在
り
方
を
検
討
す
る
う
え
で
、
ま
ず
利
用

者
及
び
市
民
の
意
向
を
踏
ま
え
、
幅
広
い

議
論
を
基
に
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

問

問

答

答

　
　
　介
護
従
事
者
に
お
い
て
今
年
度
予

算
で
手
厚
い
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
る
。
現
時
点
で
は
事
業
者
の
問
い
合

わ
せ
や
反
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
現

状
で
の
問
題
点
は
あ
る
か
。

　
　
　介
護
夜
勤
手
当
支
援
事
業
に
５
月

末
日
ま
で
に
10
法
人
か
ら
申
請
が
あ
り
、

介
護
資
格
取
得
促
進
事
業
及
び
就
職
サ
イ

ト
活
用
支
援
事
業
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
件

ず
つ
あ
っ
た
。
現
状
の
問
題
点
は
、
介
護

人
材
確
保
支
援
策
の
継
続
性
に
関
す
る
意

見
が
あ
り
、
持
続
的
な
雇
用
を
維
持
で
き

る
よ
う
今
後
も
市
内
介
護
事
業
所
と
の
意

見
交
換
や
調
査
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　令
和
５
年
度
ま
で
の
第
８
期
介
護

保
険
事
業
計
画
で
は
、
特
養
50
床
増
と
な

っ
て
い
る
。
現
在
、
旧
堀
之
内
病
院
療
養

病
棟
の
活
用
も
含
め
計
画
が
順
調
に
進
ん

で
い
る
よ
う
だ
が
、
現
在
の
計
画
進

　状

況
を
み
る
と
、
特
養
ベ
ッ
ド
の
過
剰
供
給

と
は
な
ら
な
い
か
。
特
養
増
床
は
介
護
保

険
料
の
算
定
に
も
関
係
し
て
く
る
が
計
画

ど
お
り
か
。

　
　
　本
年
４
月
か
ら
市
内
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
20
床
を
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
転
換
し
た
ほ
か
、
今
後
、
民
間
老
人
ホ

ー
ム
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
転
換

が
見
込
ま
れ
る
状
況
で
あ
る
。
介
護
保
険

料
の
算
定
は
、
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
時
に
お
い
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
50
床
の
増
床
を
見
込
ん
で
保
険
料
を

算
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
影
響
は
な
い

が
、
次
期
算
定
に
当
た
っ
て
は
議
員
指
摘

の
点
も
踏
ま
え
策
定
作
業
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　市
外
特
養
利
用
者
は
１
０
０
名
ほ

ど
い
る
が
、
家
庭
の
事
情
で
市
外
県
外
の

特
養
に
行
か
れ
た
方
々
は
別
と
し
て
、
行

か
れ
た
方
々
を
い
か
に
呼
び
戻
す
か
の
策

が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　待
機
者
が
少
な
く
な
る
よ
う
、
引

き
続
き
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
等

を
進
め
る
。

　
　
　介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
量

は
、
団
塊
世
代
の
方
々
の
利
用
も
減
り
、

十
数
年
後
は
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
が
見
込
ま
れ

る
。
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
量
の
見
込
み
ま
で

介
護
保
険
計
画
で
は
盛
り
込
ま
れ
て
お
ら

ず
、
第
９
期
の
計
画
策
定
に
お
い
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
の
傾

向
を
的
確
に
把
握
し
、
地
域
の
実
情
と
課

題
を
し
っ
か
り
分
析
し
た
う
え
で
、
計
画

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問問

問問

答答

答答

大桃　俊彦

﹁
揚
水
発
電
﹂の
検
討
を

渡辺　一美

魚
沼
市
版
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
構
想
に
つ
い
て
問
う

志田　　貢

高
齢
者
福
祉
の
拡
充
に
つ

い
て
問
う

４
月
15
日
・
６
月
22
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１

　審
査
事
件

請
願
第
３
号

30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
に
係
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

問

　令
和
４
年
度
の
魚
沼
市
内
に
お
け
る

加
配
教
員
配
置
数
は
何
名
か
。

答

　小
学
校
14
名
、
中
学
校
９
名
。

※

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
56
号
・
57
号
・
62
号
〜
65
号

※

原
案
可
決
す
る
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①
魚
沼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て

　具
体
的
な
検
討
作
業
に
向
け
た
現
状
と

課
題
意
向
調
査
の
実
施
概
要
に
つ
い
て
、

市
内
に
お
け
る
テ
レ
ビ
難
視
聴
の
状
況
と

受
信
方
法
の
実
態
か
ら
順
に
説
明
を
受
け
た
。

②
旧
堀
之
内
庁
舎
１
階
及
び
広
神
庁
舎
１

階
の
具
体
的
な
利
活
用
方
針
に
つ
い
て

　旧
堀
之
内
庁
舎
１
階
に
つ
い
て
は
、
整

備
方
針
の
説
明
を
受
け
た
。
物
産
館
に
つ

い
て
は
、
観
光
面
が
強
い
施
設
で
あ
る
た

め
今
後
、
観
光
課
で
対
応
し
て
い
く
と
報

告
が
あ
っ
た
。
旧
広
神
庁
舎
１
階
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
な
利
活
用
方
針
、
文
化
財

展
示
室
、
く
つ
ろ
ぎ
の
場
に
つ
い
て
、
説

明
を
受
け
た
。

問

　旧
広
神
庁
舎
入
り
口
部
分
の
外
観
は
、

大
事
だ
と
思
う
が
改
修
予
定
は
な
い
の
か
。

答

　魅
力
的
な
外
観
は
、
検
討
す
べ
き
だ

と
思
う
が
協
議
の
後
に
方
針
を
出
し
て
い
く
。

③
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
﹁
キ
ャ
シ
ュ
ふ

る
﹂
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　当
該
サ
イ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
概
要
（
当
該

サ
イ
ト
は
既
に
サ
ー
ビ
ス
終
了
）、
新
聞

に
も
掲
載
さ
れ
た
こ
の
度
の
経
緯
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

④
学
校
現
場
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

関
連
の
取
組
に
つ
い
て

　ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
係
る
情
報
収
集
、

相
談
支
援
、
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
に
教
職
員
向

け
の
研
修
会
を
企
画
す
る
旨
の
報
告
を
受

け
た
。

⑤
市
内
中
学
校
の
部
活
動
状
況
に
つ
い
て

　部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た
こ
れ
ま

で
の
取
組
と
主
な
課
題
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

総
務
文
教
委
員
会
報
告
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ

る
が
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
不
安
定
さ
が

電
力
供
給
に
不
安
視
さ
れ
る
。
そ
の
不
足

供
給
を
直
ち
に
補
え
る
の
が「
揚
水
発
電
」

で
あ
り
、
今
年
３
月
に
首
都
圏
の
「
電
力

需
給
ひ
っ
迫
警
報
」
を
免
れ
た
の
は
、
揚

水
発
電
の
フ
ル
稼
働
に
よ
り
回
避
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
揚
水
発
電
は
電
力
需
給
と

供
給
の
差
を
埋
め
る
手
段
と
し
て
有
効
的

で
あ
る
。
私
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、
冬
季

除
雪
流
雪
用
水
の
増
水
、
脱
炭
素
社
会
を

目
指
す
た
め
に
前
回
一
般
質
問
し
た
が
、

い
ず
れ
も
「
揚
水
発
電
」
の
必
要
性
が
あ

り
、
提
案
が
必
要
と
考
え
質
問
す
る
も
の

で
あ
る
。

　デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
条
件
に
、
電

力
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
が
入
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
あ
る
。
そ
し
て
冬
季
除

雪
流
雪
用
水
増
は
、
中
止
さ
れ
た
湯
之
谷

揚
水
発
電
計
画
時
に
は
増
水
す
る
こ
と

で
、
冬
季
間
の
佐
梨
川
の
水
量
を
増
し
水

不
足
を
解
消
す
る
声
も
あ
っ
た
と
聞
く
。

市
長
は
「
揚
水
発
電
」
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘
致
で
い
え

ば
、
発
電
所
で
発
電
さ
れ
た
電
気
を
、
直

接
、
安
価
に
立
地
地
域
に
供
給
、
配
電
可

能
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
有
効
と
考

え
る
。
し
か
し
、
中
止
さ
れ
た
湯
之
谷
揚

水
発
電
計
画
の
際
の
、
環
境
問
題
や
過
去

の
経
緯
な
ど
、
慎
重
に
判
断
す
べ
き
と
考

え
る
。

消
雪
促
進
対
策
事
業
へ
の
助
成
に
つ
い
て

　
　
　事
業
対
象
の
水
稲
で
は
、「
４
月

１
日
現
在
で
積
雪
量
が
２
５
０
㎝
以
上
の

ほ
場
に
限
る
」
と
し
て
い
る
が
、
対
象
と

す
る
時
期
が
遅
す
ぎ
る
と
思
わ
な
い
か
。

助
成
申
請
件
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　消
雪
状
態
に
大
き
な
差
が
あ
る
本

市
で
は
、
現
在
の
基
準
が
農
作
業
に
即
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
生
産
者
、

農
業
関
係
機
関
と
検
証
し
た
い
。
助
成
件

数
は
令
和
４
年
度
１
件
、
令
和
３
年
度
は

０
件
で
あ
る
。

問

問 答答

　
　
　デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

は
、
地
方
が
抱
え
る
課
題
を
デ
ジ
タ
ル
を

通
じ
て
解
決
し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
ず

全
て
の
人
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
で
き
る
心
豊
か
な
暮
ら
し
、
地
域
の

個
性
を
生
か
し
た
持
続
可
能
な
経
済
社
会

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ

こ
で
次
の
点
を
伺
う
。

　例
え
ば
、「
遠
隔
診
療
の
実
現
・
公
共

交
通
の
予
約
・
防
災
無
線
や
防
災
ラ
ジ
オ

の
情
報
が
届
か
な
い
家
庭
や
人
の
解
消
・

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
買
い
物
支
援
」
な
ど
、

自
治
体
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
よ
り
多
く
の

方
に
情
報
提
供
し
た
り
、
高
齢
者
・
障
が

い
者
、
観
光
で
訪
れ
る
旅
行
者
な
ど
、
多

く
の
方
に
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
市
長
は
魚
沼
市
の
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
い
る
か
。

　
　
　本
市
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
構
想
は
、
ま
だ
具
体
的
な
も
の
は
な
い

が
、
今
年
度
か
ら
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
庁
内
組

織
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
で
議
員
提
案
の

内
容
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
全
て
の
世
帯
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
先
般
上

越
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
が
こ
の
８
月
よ
り

十
日
町
エ
リ
ア
に
放
送
エ
リ
ア
を
拡
大
す

る
と
報
道
さ
れ
て
い
た
。
高
齢
者
の
多
く

は
、
情
報
を
テ
レ
ビ
か
ら
得
て
い
る
の
が

現
実
で
あ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を

活
用
し
て
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
を
実

現
す
る
た
め
に
、
魚
沼
市
も
県
内
の
民
間

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
へ
の
移
行
や
Ｆ
Ｍ

う
お
ぬ
ま
等
を
中
心
に
新
た
な
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
会
社
を
設
立
し
移
行
す
る
こ
と
な

ど
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
長
は
ど

う
考
え
る
か
。

　
　
　ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
民
間
会

社
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
番
組
制
作
と
放

送
事
業
は
、
既
に
民
間
企
業
に
委
託
し
て

い
る
。
設
備
の
再
整
備
を
含
め
た
今
後
の

在
り
方
を
検
討
す
る
う
え
で
、
ま
ず
利
用

者
及
び
市
民
の
意
向
を
踏
ま
え
、
幅
広
い

議
論
を
基
に
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

問

問

答

答

　
　
　介
護
従
事
者
に
お
い
て
今
年
度
予

算
で
手
厚
い
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
る
。
現
時
点
で
は
事
業
者
の
問
い
合

わ
せ
や
反
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
現

状
で
の
問
題
点
は
あ
る
か
。

　
　
　介
護
夜
勤
手
当
支
援
事
業
に
５
月

末
日
ま
で
に
10
法
人
か
ら
申
請
が
あ
り
、

介
護
資
格
取
得
促
進
事
業
及
び
就
職
サ
イ

ト
活
用
支
援
事
業
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
件

ず
つ
あ
っ
た
。
現
状
の
問
題
点
は
、
介
護

人
材
確
保
支
援
策
の
継
続
性
に
関
す
る
意

見
が
あ
り
、
持
続
的
な
雇
用
を
維
持
で
き

る
よ
う
今
後
も
市
内
介
護
事
業
所
と
の
意

見
交
換
や
調
査
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　令
和
５
年
度
ま
で
の
第
８
期
介
護

保
険
事
業
計
画
で
は
、
特
養
50
床
増
と
な

っ
て
い
る
。
現
在
、
旧
堀
之
内
病
院
療
養

病
棟
の
活
用
も
含
め
計
画
が
順
調
に
進
ん

で
い
る
よ
う
だ
が
、
現
在
の
計
画
進

　状

況
を
み
る
と
、
特
養
ベ
ッ
ド
の
過
剰
供
給

と
は
な
ら
な
い
か
。
特
養
増
床
は
介
護
保

険
料
の
算
定
に
も
関
係
し
て
く
る
が
計
画

ど
お
り
か
。

　
　
　本
年
４
月
か
ら
市
内
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
20
床
を
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
転
換
し
た
ほ
か
、
今
後
、
民
間
老
人
ホ

ー
ム
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
転
換

が
見
込
ま
れ
る
状
況
で
あ
る
。
介
護
保
険

料
の
算
定
は
、
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
時
に
お
い
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
50
床
の
増
床
を
見
込
ん
で
保
険
料
を

算
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
影
響
は
な
い

が
、
次
期
算
定
に
当
た
っ
て
は
議
員
指
摘

の
点
も
踏
ま
え
策
定
作
業
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　市
外
特
養
利
用
者
は
１
０
０
名
ほ

ど
い
る
が
、
家
庭
の
事
情
で
市
外
県
外
の

特
養
に
行
か
れ
た
方
々
は
別
と
し
て
、
行

か
れ
た
方
々
を
い
か
に
呼
び
戻
す
か
の
策

が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　待
機
者
が
少
な
く
な
る
よ
う
、
引

き
続
き
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
等

を
進
め
る
。

　
　
　介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
量

は
、
団
塊
世
代
の
方
々
の
利
用
も
減
り
、

十
数
年
後
は
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
が
見
込
ま
れ

る
。
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
量
の
見
込
み
ま
で

介
護
保
険
計
画
で
は
盛
り
込
ま
れ
て
お
ら

ず
、
第
９
期
の
計
画
策
定
に
お
い
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
の
傾

向
を
的
確
に
把
握
し
、
地
域
の
実
情
と
課

題
を
し
っ
か
り
分
析
し
た
う
え
で
、
計
画

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問問

問問

答答

答答

大桃　俊彦

﹁
揚
水
発
電
﹂の
検
討
を

渡辺　一美

魚
沼
市
版
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
構
想
に
つ
い
て
問
う

志田　　貢

高
齢
者
福
祉
の
拡
充
に
つ

い
て
問
う

４
月
15
日
・
６
月
22
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１

　審
査
事
件

請
願
第
３
号

30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
に
係
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

問

　令
和
４
年
度
の
魚
沼
市
内
に
お
け
る

加
配
教
員
配
置
数
は
何
名
か
。

答

　小
学
校
14
名
、
中
学
校
９
名
。

※

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
56
号
・
57
号
・
62
号
〜
65
号

※

原
案
可
決
す
る
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①
魚
沼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て

　具
体
的
な
検
討
作
業
に
向
け
た
現
状
と

課
題
意
向
調
査
の
実
施
概
要
に
つ
い
て
、

市
内
に
お
け
る
テ
レ
ビ
難
視
聴
の
状
況
と

受
信
方
法
の
実
態
か
ら
順
に
説
明
を
受
け
た
。

②
旧
堀
之
内
庁
舎
１
階
及
び
広
神
庁
舎
１

階
の
具
体
的
な
利
活
用
方
針
に
つ
い
て

　旧
堀
之
内
庁
舎
１
階
に
つ
い
て
は
、
整

備
方
針
の
説
明
を
受
け
た
。
物
産
館
に
つ

い
て
は
、
観
光
面
が
強
い
施
設
で
あ
る
た

め
今
後
、
観
光
課
で
対
応
し
て
い
く
と
報

告
が
あ
っ
た
。
旧
広
神
庁
舎
１
階
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
な
利
活
用
方
針
、
文
化
財

展
示
室
、
く
つ
ろ
ぎ
の
場
に
つ
い
て
、
説

明
を
受
け
た
。

問

　旧
広
神
庁
舎
入
り
口
部
分
の
外
観
は
、

大
事
だ
と
思
う
が
改
修
予
定
は
な
い
の
か
。

答

　魅
力
的
な
外
観
は
、
検
討
す
べ
き
だ

と
思
う
が
協
議
の
後
に
方
針
を
出
し
て
い
く
。

③
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
﹁
キ
ャ
シ
ュ
ふ

る
﹂
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　当
該
サ
イ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
概
要
（
当
該

サ
イ
ト
は
既
に
サ
ー
ビ
ス
終
了
）、
新
聞

に
も
掲
載
さ
れ
た
こ
の
度
の
経
緯
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

④
学
校
現
場
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

関
連
の
取
組
に
つ
い
て

　ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
係
る
情
報
収
集
、

相
談
支
援
、
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
に
教
職
員
向

け
の
研
修
会
を
企
画
す
る
旨
の
報
告
を
受

け
た
。

⑤
市
内
中
学
校
の
部
活
動
状
況
に
つ
い
て

　部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た
こ
れ
ま

で
の
取
組
と
主
な
課
題
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

総
務
文
教
委
員
会
報
告
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︵
５
月
13
日
開
催
分
︶

①
現
地
調
査

●
薬
師
ス
キ
ー
場

②
現
地
調
査
の
総
括

　２
日
間
を
か
け
、
市
内
３
ス
キ
ー
場
に

出
向
き
、
現
地
調
査
並
び
に
現
地
調
査
の

総
括
を
行
っ
た
。
現
地
調
査
で
は
、
各
ス

キ
ー
場
の
代
表
者
ほ
か
関
係
者
の
出
席
を

い
た
だ
き
、
ス
キ
ー
場
の
営
業
状
況
、
決

算
状
況
の
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
っ
た
。

ま
た
、
魚
沼
市
に
対
す
る
要
望
等
の
聞
き

取
り
を
行
っ
た
。
市
が
示
し
た
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
と
今
後
の
方
針
に
対
す
る
各
ス

キ
ー
場
の
考
え
方
に
つ
い
て
懇
談
を
行
っ

た
。
ま
た
、
総
括
に
お
い
て
、
各
ス
キ
ー

場
の
状
況
を
委
員
会
で
確
認
し
た
。

③
そ
の
他

●
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
の
推
移
と
ガ
ス
事
業
へ
の

影
響
に
つ
い
て

︵
６
月
９
日
開
催
分
︶

①
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
の
推
移
と
ガ
ス
事
業
へ
の

影
響
に
つ
い
て

問

　県
内
に
公
営
ガ
ス
で
価
格
に
上
限
設

定
し
て
い
る
自
治
体
は
あ
る
の
か
。

答

　ほ
か
に
県
内
で
は
小
千
谷
市
だ
け
で

あ
り
、同
市
も
上
限
撤
廃
を
検
討
し
て
い
る
。

問

　水
道
事
業
が
赤
字
の
場
合
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
出
し
規
定
が
あ
る
。
ガ
ス
事

業
で
は
ど
う
か
。

答

　国
で
定
め
る
基
準
で
あ
り
、
ガ
ス
事

業
に
は
繰
り
出
し
規
定
は
な
い
。

②
行
政
視
察
に
つ
い
て

③
そ
の
他

●
魚
沼
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業

の
実
施
に
つ
い
て

●
第
三
セ
ク
タ
ー
等
経
営
健
全
化
方
針
に

つ
い
て

●
月
岡
公
園
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
建
物
損
壊

に
つ
い
て

︵
６
月
23
日
開
催
分
︶

①
行
政
視
察
に
つ
い
て

②
閉
会
中
の
所
管
事
務
等
の
調
査
に
つ
い
て

③
そ
の
他

●
魚
沼
市
内
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

　市
内
ス
キ
ー
場
索
道
施
設
等
を
維
持
修

繕
す
る
た
め
の
条
例
制
定
を
含
む
市
の
方

針
が
示
さ
れ
た
。

問

　市
は
再
び
ス
キ
ー
場
条
例
を
制
定
し

て
10
年
前
に
戻
す
の
か
。

答

　以
前
の
条
例
と
は
全
く
違
う
。
行
政

財
産
化
す
る
こ
と
で
、
設
備
投
資
に
有
利

な
特
定
財
源
や
起
債
が
使
え
る
。

問

　新
た
な
３
事
業
者
の
組
織
と
は
何
か
。

答

　現
場
が
分
か
る
人
、
経
営
者
等
か
ら

協
議
会
を
早
急
に
組
織
い
た
だ
き
た
い
。

　日
を
改
め
て
早
急
に
ス
キ
ー
場
を
議
題

に
委
員
会
を
開
く
こ
と
を
決
め
た
。

●
地
域
福
祉
計
画
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

●
川
西
簡
易
水
道
︵
広
神
地
区
︶
の
状
況

に
つ
い
て

●
旧
堀
之
内
庁
舎
１
階
の
利
活
用
方
針
に

つ
い
て

５
月
26
日
に
委
員
会
を
開
催
し
た
。

１
　
調
査
事
件

①
小
委
員
会
委
員
長
報
告

　
３
月
22
日
、
４
月
18
日
、
５
月
９
日
に

行
わ
れ
た
小
委
員
会
の
報
告
を
受
け
た
。

小
委
員
会
運
営
方
針

１

　財
源
（
特
定
財
源
）
の
確
認
、
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

２

　当
該
施
設
の
今
後
の
方
針

３

　当
該
施
設
ご
と
の
予
算
の
根
拠

４

　立
地
適
正
化
計
画
や
総
合
計
画
等
の

整
合
性
（
居
住
区
域
の
誘
導
施
策
）

５

　都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け

る
公
共
交
通
も
含
む
利
便
性
の
向
上
（
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
）

６

　行
政
課
題
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
（
待
機

高
齢
者
の
動
向
と
施
設
数
等
、
人
口
減
少

に
と
も
な
う
学
校
改
修
）

７

　特
定
財
源
確
保
困
難
時
に
お
け
る
民

間
活
力
の
導
入

８

　複
合
施
設
化
へ
の
方
針
は

９

　集
約
と
改
修
、
解
体
そ
の
先
の
ビ
ル

ド
は

10

　先
進
事
例
の
洗
い
出
し
（
視
察
等
）

11

　徒
歩
に
よ
る
ま
ち
な
か
人
流（
動
線
）

調
査
（
散
策
）
既
存
施
設
視
察

②
視
察
概
要
に
つ
い
て

　令
和
10
年
度
ま
で
の
大
規
模
改
修
等
が

必
要
な
施
設
の
う
ち
、
令
和
５
年
度
以
降

に
事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
施
設
に
つ

い
て
執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

③
そ
の
他

　今
後
の
特
別
委
員
会
の
進
め
方
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
小
委
員
会
と
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
。　

問
　
指
導
者
の
確
保
に
向
け
て
、
現
在
具

体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
が
あ
る
か
。

答
　
部
活
動
指
導
員
を
委
嘱
し
て
い
る
。

３
　
行
政
視
察
報
告
︵
５
月
18
日
︶

①
小
千
谷
市

﹁
防
災
公
園
﹂

　
普
段
は
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

ま
た
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
緊
急
避
難
所
や
応
急
仮
設
住
宅
を
建
設

す
る
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
。

﹁
図
書
館
等
複
合
施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て
﹂

　
旧
小
千
谷
総
合
病
院
跡
地
に
令
和
６
年

６
月
オ
ー
プ
ン
予
定
と
し
て
い
る
。
中
心

市
街
地
の
新
た
な
顔
と
な
る
、
図
書
館
を

核
と
し
た
複
合
施
設
の
計
画
を
伺
っ
た
。

「
共
想
」
多
様
な
人
々
と
共
に
考
え
、
思

い
を
共
有
し
な
が
ら
、
共
に
つ
く
っ
て
い

く
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
な

ど
、
大
い
に
共
感
し
た
。

②
十
日
町
市

﹁
十
日
町
情
報
館(

図
書
館)

﹂

　
公
共
図
書
館
の
機
能
を
中
核
と
し
た
、

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
利
用
・
交
流
で
き

る
場
と
し
て
、
平
成
11
年
10
月
に
開
館
し

た
施
設
で
あ
る
。
独
特
な
デ
ザ
イ
ン
や
省

資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し
た
、
積

雪
時
も
快
適
に
利
用
で
き
る
施
設
は
、
建

設
か
ら
年
数
は
経
っ
て
い
る
が
、
魅
力
を

感
じ
る
建
物
で
あ
っ
た
。

４
月
14
日
・
25
日
・
５
月
12
日
・
13
日
・

６
月
９
日
・
23
日
に
委
員
会
を
開
催
し
た
。

１
　
審
査
事
件

議
案
第
58
号
〜
61
号
・
第
66
号
〜
68
号

※

原
案
可
決
す
る
も
の
と
決
定
。

２
　
調
査
事
件

　以
下
の
調
査
事
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
を

行
っ
た
。
行
政
視
察
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
内
部
の
調
整
を
行
っ
た
。

︵
４
月
14
日
開
催
分
︶

①
魚
沼
市
内
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

　
市
長
か
ら
、
市
内
ス
キ
ー
場
運
営
を
持

続
可
能
と
す
る
た
め
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
が
示
さ
れ
、
質
疑
を
行
っ
た
。

問

　将
来
的
に
は
、
３
ス
キ
ー
場
の
事
業

体
を
統
合
し
、
１
事
業
者
と
す
る
の
か
。

答

　効
率
的
な
運
営
を
図
る
う
え
か
ら
、

将
来
の
統
合
に
向
け
市
は
支
援
し
て
い
く
。

問

　ス
キ
ー
場
に
直
接
投
資
す
る
の
で
は

な
く
、
ス
キ
ー
場
を
使
う
市
民
や
学
童
を

支
援
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

　市
が
索
道
の
維
持
改
修
を
す
る
こ
と

で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
共
に
観
光
誘
客
や

外
貨
獲
得
に
も
寄
与
す
る
。

　市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
方
針
に
つ

い
て
は
、
委
員
会
で
承
認
し
た
。

②
行
政
視
察
に
つ
い
て

③
そ
の
他

●
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
案
件
に
つ
い
て

●
国
道
２
５
２
号
﹁
あ
い
よ
し
橋
﹂
雪
崩

に
よ
る
流
失
し
た
件
の
そ
の
後
の
報
告
に

つ
い
て

︵
４
月
25
日
開
催
分
︶

①
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
の
推
移
と
ガ
ス
事
業
へ
の

影
響
に
つ
い
て

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
戦

争
で
、
市
の
都
市
ガ
ス
に
使
っ
て
い
る
液

化
天
然
ガ
ス
の
仕
入
価
格
が
高
騰
し
て
い

る
。
市
で
は
、
ガ
ス
料
金
の
上
限
価
格
を

設
け
て
い
る
た
め
、
今
後
は
営
業
赤
字
が

懸
念
さ
れ
る
。
事
業
運
営
と
市
民
生
活
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
調
査
を
継
続
す
る
こ

と
と
し
た
。

②
只
見
線
の
工
事
に
伴
う
一
部
区
間
運
休

に
つ
い
て

③
高
齢
者
福
祉
施
設
等
の
動
向
に
つ
い
て

④
魚
沼
市
内
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

⑤
広
神
地
内
︵
自
然
公
園
コ
ス
モ
ス
線
︶

の
土
砂
崩
れ
に
つ
い
て

⑥
広
神
下
田
地
内
の
市
道
冠
水
に
つ
い
て

⑦
国
道
17
号
羽
根
川
橋
の
補
修
工
事
に
伴

う
終
日
片
側
交
互
通
行
に
つ
い
て

⑧
行
政
視
察
に
つ
い
て

⑨
そ
の
他

︵
５
月
12
日
開
催
分
︶

①
現
地
調
査

●
須
原
ス
キ
ー
場

●
小
出
ス
キ
ー
場

②
そ
の
他

小千谷市へ視察

産
業
厚
生
委
員
会
報
告

市内スキー場関係者との懇談

中
長
期
的
大
型
事
業

特
別
委
員
会
報
告
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︵
５
月
13
日
開
催
分
︶

①
現
地
調
査

●
薬
師
ス
キ
ー
場

②
現
地
調
査
の
総
括

　２
日
間
を
か
け
、
市
内
３
ス
キ
ー
場
に

出
向
き
、
現
地
調
査
並
び
に
現
地
調
査
の

総
括
を
行
っ
た
。
現
地
調
査
で
は
、
各
ス

キ
ー
場
の
代
表
者
ほ
か
関
係
者
の
出
席
を

い
た
だ
き
、
ス
キ
ー
場
の
営
業
状
況
、
決

算
状
況
の
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
っ
た
。

ま
た
、
魚
沼
市
に
対
す
る
要
望
等
の
聞
き

取
り
を
行
っ
た
。
市
が
示
し
た
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
と
今
後
の
方
針
に
対
す
る
各
ス

キ
ー
場
の
考
え
方
に
つ
い
て
懇
談
を
行
っ

た
。
ま
た
、
総
括
に
お
い
て
、
各
ス
キ
ー

場
の
状
況
を
委
員
会
で
確
認
し
た
。

③
そ
の
他

●
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
の
推
移
と
ガ
ス
事
業
へ
の

影
響
に
つ
い
て

︵
６
月
９
日
開
催
分
︶

①
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
の
推
移
と
ガ
ス
事
業
へ
の

影
響
に
つ
い
て

問

　県
内
に
公
営
ガ
ス
で
価
格
に
上
限
設

定
し
て
い
る
自
治
体
は
あ
る
の
か
。

答

　ほ
か
に
県
内
で
は
小
千
谷
市
だ
け
で

あ
り
、同
市
も
上
限
撤
廃
を
検
討
し
て
い
る
。

問

　水
道
事
業
が
赤
字
の
場
合
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
出
し
規
定
が
あ
る
。
ガ
ス
事

業
で
は
ど
う
か
。

答

　国
で
定
め
る
基
準
で
あ
り
、
ガ
ス
事

業
に
は
繰
り
出
し
規
定
は
な
い
。

②
行
政
視
察
に
つ
い
て

③
そ
の
他

●
魚
沼
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業

の
実
施
に
つ
い
て

●
第
三
セ
ク
タ
ー
等
経
営
健
全
化
方
針
に

つ
い
て

●
月
岡
公
園
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
建
物
損
壊

に
つ
い
て

︵
６
月
23
日
開
催
分
︶

①
行
政
視
察
に
つ
い
て

②
閉
会
中
の
所
管
事
務
等
の
調
査
に
つ
い
て

③
そ
の
他

●
魚
沼
市
内
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

　市
内
ス
キ
ー
場
索
道
施
設
等
を
維
持
修

繕
す
る
た
め
の
条
例
制
定
を
含
む
市
の
方

針
が
示
さ
れ
た
。

問

　市
は
再
び
ス
キ
ー
場
条
例
を
制
定
し

て
10
年
前
に
戻
す
の
か
。

答

　以
前
の
条
例
と
は
全
く
違
う
。
行
政

財
産
化
す
る
こ
と
で
、
設
備
投
資
に
有
利

な
特
定
財
源
や
起
債
が
使
え
る
。

問

　新
た
な
３
事
業
者
の
組
織
と
は
何
か
。

答

　現
場
が
分
か
る
人
、
経
営
者
等
か
ら

協
議
会
を
早
急
に
組
織
い
た
だ
き
た
い
。

　日
を
改
め
て
早
急
に
ス
キ
ー
場
を
議
題

に
委
員
会
を
開
く
こ
と
を
決
め
た
。

●
地
域
福
祉
計
画
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

●
川
西
簡
易
水
道
︵
広
神
地
区
︶
の
状
況

に
つ
い
て

●
旧
堀
之
内
庁
舎
１
階
の
利
活
用
方
針
に

つ
い
て

５
月
26
日
に
委
員
会
を
開
催
し
た
。

１
　
調
査
事
件

①
小
委
員
会
委
員
長
報
告

　
３
月
22
日
、
４
月
18
日
、
５
月
９
日
に

行
わ
れ
た
小
委
員
会
の
報
告
を
受
け
た
。

小
委
員
会
運
営
方
針

１

　財
源
（
特
定
財
源
）
の
確
認
、
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

２

　当
該
施
設
の
今
後
の
方
針

３

　当
該
施
設
ご
と
の
予
算
の
根
拠

４

　立
地
適
正
化
計
画
や
総
合
計
画
等
の

整
合
性
（
居
住
区
域
の
誘
導
施
策
）

５

　都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け

る
公
共
交
通
も
含
む
利
便
性
の
向
上
（
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
）

６

　行
政
課
題
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
（
待
機

高
齢
者
の
動
向
と
施
設
数
等
、
人
口
減
少

に
と
も
な
う
学
校
改
修
）

７

　特
定
財
源
確
保
困
難
時
に
お
け
る
民

間
活
力
の
導
入

８

　複
合
施
設
化
へ
の
方
針
は

９

　集
約
と
改
修
、
解
体
そ
の
先
の
ビ
ル

ド
は

10

　先
進
事
例
の
洗
い
出
し
（
視
察
等
）

11

　徒
歩
に
よ
る
ま
ち
な
か
人
流（
動
線
）

調
査
（
散
策
）
既
存
施
設
視
察

②
視
察
概
要
に
つ
い
て

　令
和
10
年
度
ま
で
の
大
規
模
改
修
等
が

必
要
な
施
設
の
う
ち
、
令
和
５
年
度
以
降

に
事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
施
設
に
つ

い
て
執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

③
そ
の
他

　今
後
の
特
別
委
員
会
の
進
め
方
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
小
委
員
会
と
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
。　

問
　
指
導
者
の
確
保
に
向
け
て
、
現
在
具

体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
が
あ
る
か
。

答
　
部
活
動
指
導
員
を
委
嘱
し
て
い
る
。

３
　
行
政
視
察
報
告
︵
５
月
18
日
︶

①
小
千
谷
市

﹁
防
災
公
園
﹂

　
普
段
は
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

ま
た
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
緊
急
避
難
所
や
応
急
仮
設
住
宅
を
建
設

す
る
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
。

﹁
図
書
館
等
複
合
施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て
﹂

　
旧
小
千
谷
総
合
病
院
跡
地
に
令
和
６
年

６
月
オ
ー
プ
ン
予
定
と
し
て
い
る
。
中
心

市
街
地
の
新
た
な
顔
と
な
る
、
図
書
館
を

核
と
し
た
複
合
施
設
の
計
画
を
伺
っ
た
。

「
共
想
」
多
様
な
人
々
と
共
に
考
え
、
思

い
を
共
有
し
な
が
ら
、
共
に
つ
く
っ
て
い

く
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
な

ど
、
大
い
に
共
感
し
た
。

②
十
日
町
市

﹁
十
日
町
情
報
館(

図
書
館)

﹂

　
公
共
図
書
館
の
機
能
を
中
核
と
し
た
、

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
利
用
・
交
流
で
き

る
場
と
し
て
、
平
成
11
年
10
月
に
開
館
し

た
施
設
で
あ
る
。
独
特
な
デ
ザ
イ
ン
や
省

資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し
た
、
積

雪
時
も
快
適
に
利
用
で
き
る
施
設
は
、
建

設
か
ら
年
数
は
経
っ
て
い
る
が
、
魅
力
を

感
じ
る
建
物
で
あ
っ
た
。

４
月
14
日
・
25
日
・
５
月
12
日
・
13
日
・

６
月
９
日
・
23
日
に
委
員
会
を
開
催
し
た
。

１
　
審
査
事
件

議
案
第
58
号
〜
61
号
・
第
66
号
〜
68
号

※

原
案
可
決
す
る
も
の
と
決
定
。

２
　
調
査
事
件

　以
下
の
調
査
事
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
を

行
っ
た
。
行
政
視
察
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
内
部
の
調
整
を
行
っ
た
。

︵
４
月
14
日
開
催
分
︶

①
魚
沼
市
内
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

　
市
長
か
ら
、
市
内
ス
キ
ー
場
運
営
を
持

続
可
能
と
す
る
た
め
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
が
示
さ
れ
、
質
疑
を
行
っ
た
。

問

　将
来
的
に
は
、
３
ス
キ
ー
場
の
事
業

体
を
統
合
し
、
１
事
業
者
と
す
る
の
か
。

答

　効
率
的
な
運
営
を
図
る
う
え
か
ら
、

将
来
の
統
合
に
向
け
市
は
支
援
し
て
い
く
。

問

　ス
キ
ー
場
に
直
接
投
資
す
る
の
で
は

な
く
、
ス
キ
ー
場
を
使
う
市
民
や
学
童
を

支
援
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

　市
が
索
道
の
維
持
改
修
を
す
る
こ
と

で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
共
に
観
光
誘
客
や

外
貨
獲
得
に
も
寄
与
す
る
。

　市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
方
針
に
つ

い
て
は
、
委
員
会
で
承
認
し
た
。

②
行
政
視
察
に
つ
い
て

③
そ
の
他

●
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
案
件
に
つ
い
て

●
国
道
２
５
２
号
﹁
あ
い
よ
し
橋
﹂
雪
崩

に
よ
る
流
失
し
た
件
の
そ
の
後
の
報
告
に

つ
い
て

︵
４
月
25
日
開
催
分
︶

①
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
の
推
移
と
ガ
ス
事
業
へ
の

影
響
に
つ
い
て

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
戦

争
で
、
市
の
都
市
ガ
ス
に
使
っ
て
い
る
液

化
天
然
ガ
ス
の
仕
入
価
格
が
高
騰
し
て
い

る
。
市
で
は
、
ガ
ス
料
金
の
上
限
価
格
を

設
け
て
い
る
た
め
、
今
後
は
営
業
赤
字
が

懸
念
さ
れ
る
。
事
業
運
営
と
市
民
生
活
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
調
査
を
継
続
す
る
こ

と
と
し
た
。

②
只
見
線
の
工
事
に
伴
う
一
部
区
間
運
休

に
つ
い
て

③
高
齢
者
福
祉
施
設
等
の
動
向
に
つ
い
て

④
魚
沼
市
内
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

⑤
広
神
地
内
︵
自
然
公
園
コ
ス
モ
ス
線
︶

の
土
砂
崩
れ
に
つ
い
て

⑥
広
神
下
田
地
内
の
市
道
冠
水
に
つ
い
て

⑦
国
道
17
号
羽
根
川
橋
の
補
修
工
事
に
伴

う
終
日
片
側
交
互
通
行
に
つ
い
て

⑧
行
政
視
察
に
つ
い
て

⑨
そ
の
他

︵
５
月
12
日
開
催
分
︶

①
現
地
調
査

●
須
原
ス
キ
ー
場

●
小
出
ス
キ
ー
場

②
そ
の
他

小千谷市へ視察

産
業
厚
生
委
員
会
報
告

市内スキー場関係者との懇談

中
長
期
的
大
型
事
業

特
別
委
員
会
報
告
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V o
聞かせて！あなたの声

i c e

　平成25年６月、魚沼市の公民
館事業として、故郷の民家や風景
を描き続けている早津剛先生を講
師として初心者水墨画教室を開催
されましたが、受講した方達の中
から終了後も引き続き指導を受け
たいという有志で立ち上げました。
　市内及びその周辺のメンバー
で、水墨画を学ぶとともに会員同
士の親睦を図ることを目的にスタ
ートしました。

会立ち上げの経緯

　長岡市では絵画等の展示に、無
料で貸す施設もありますので、予
定されてる生涯学習センターの建
設の中で展示スペースも考えてい
ただきたいです。
　また、市は芸術文化に対して積
極性がないように感じます。早津
先生の作品をはじめとした、市に
寄贈された美術品の貴重な財産を
手放さなくてもよいように、市が
学芸員を雇い、管理、展示、貸出
しなど、一体的に関わっていく仕
組が必要です。旧広神庁舎では狭
すぎます。市民の憩いの場を含め
た美術館の建設を希望します。

市議会にひと言

　全国的に有名な古民家を描く作
家はいらっしゃいますが、早津剛
先生は古民家の建築法にも造詣が
深く、私たち雪国の風景を今に残
してくださる希有な作家です。そ
の先生から水墨画を学べる機会を
得られたことは本当に素晴らしい
と思っていますが、立ち上げ当時
のメンバーが高齢となり年々会員
が減ってきています。
　お元気な早津先生から学べるこ
の貴重な時をなんとしても存続さ
せたくて、会員数を増やしたいこ
とが課題です。
　ご興味がおありの方は、是非、
第２第４金曜日の午後１時から４
時に、北部公民館に見学に来てみ
てください。

課　題

　魚沼市本庁舎のお隣の北部公民
館で、毎月第２第４金曜日の２回、
風景、静物、草花、人物等を題材
に描いています。
　早津先生の教え方は、楽しみな
がら自由にどうぞというスタンス
で、上達するポイントを教わりま
すので、素人でもやる気があれば
どんどん上達していきます。
　市外からも湯沢町や南魚沼市の
メンバーが加わり、毎年秋に開催
される展覧会で、日頃の成果を発
表することを励みに活動しています。

活動内容

　静寂の中に、筆・墨で白紙の
中に白黒の世界を描き出す水墨
画、まさに心落ち着かせるひと
時の空間でした。絵心がなくて
も親しんで書くことで、誰でも
が描けますよと話す会員の皆さん。
　書道と同じく筆と墨で描く世
界には、古来日本人が持つ心暖
かい優しさが感じられ、この描
いた優しさを、作品を通して市
民の皆さんと共有できる場の展
示場が必要だと強く感じられま
した。

魚沼水墨画教室

市 議 会
×

　地域で活躍する皆さんと、ざっくば

らんに語り合うコーナーです。

　第10回目は、魚沼水墨画教室の代表

目黒満さんから活動内容や市議会への

思いについて伺いました。

みなさんからの を大切に声みなさんからの を大切に声みなさんからの を大切に声
令和４年度第１回議会報告会 ～市民の声を聞く会～令和４年度第１回議会報告会 ～市民の声を聞く会～

経済（商・工・農業・観光）AグループAグループ 医療・福祉BグループBグループ

教育・子育てCグループCグループ

まちづくり・地域づくりDグループDグループ

　市は魚沼のいいところをPRするのが苦手である。交
流がある足立区の学生の力を借りることはできないか。

●大学との交流・ブランド力向上について

　給食に用いる食材を体に良いオーガニック給食にして
ほしい。麺やパンをなくして米（ごはん）食にしてほしい。
国でも令和４年度から予算措置を検討しているようなの
で市でも予算措置をしてほしい。

●学校給食について

　まちづくり委員会の新たなスタートに期待する。イベ
ント中心でなく、プランを市に提起する方法を考えたい。

●まちづくり委員会について

　住みやすい魚沼市の良さや魚沼市の魅力の情報発信を
してほしい。高齢者と子どもの交流の場として、子ども
食堂を市内で展開できないか。

●地域づくり、高齢者の
　生きがいづくりについて

　魚沼市で結婚、子育てをしたい。結婚の機会、出会い
の場を市で提供してほしい。

●結婚、出会いの場の提供について

　ごみ資源や再生可能エネルギー資源の有効活用を地域
づくりに活かしてほしい。

●資源の有効活用を地域づくりに活かすことに
　ついて

　公共交通の乗り場等を利用者目線での改善を望む。
●公共交通の乗り場について

　育ち盛りの子どもにワクチンは有害だと思う。市が積極
的に取り組むことに疑問がある。マスク着用も子どもには
強制するのではなく、個人の意思に任せるべきだと思う。

●新型コロナ対応について

いただいた一部の意見を掲載しました。たくさんのご意見ありがとうございました。

　中学校部活動の指導員を民間に移す動きがあり、令和
７年度からは完全移行の予定である。民間人指導となれ
ば、受益者負担も発生してくる。また、この様な動きが
ある中で、中学校の先生も知らない。スポーツ協会にも
情報がない。説明会があっても市教育委員会からの参加
はない。市は指導員養成や講習会など、今後予算措置が
必要になってくると思う。情報収集に努めていただきたい。

●スポーツ指導員、eスポーツ、スポーツ協会について

　最近、朝、通学する子どもに元気がないように感じる
が、食事が関係しているのではないか。

●子どもの食事について

　市からスポーツ協会に働きかけ、指導員の育成確保に
動いていただきたい。指導員確保は喫緊の課題である。

●部活動支援について

　米が売れなくなってきている。米粉を使ったパンや麺
の食文化が必要ではないか。里山まつり等のイベントで
宣伝をしてみてはどうか。

●魚沼産コシヒカリについて

　農業をするのに魚沼はいいところだと思う。都会から
もっと人を呼べないか。

●農業関係の担い手不足について

　森林が多いので、国産で棺が作れないか。産業として
成り立つのではないか。

●木材活用について

　最大限、生かせるような計画を作成してほしい。
●スキー場について

　芝桜や福山の桜は問合せが多く、花に特化したまちづ
くりができないか。

●花に特化したまちづくりによる集客について

　一人になってどう暮らしていくか、健康な人が集まれ
る場所があるといい。

●自立した健康と暮らしについて

　コロナ後遺症の症状を聞いているが問題だと思う。上
越市にはコロナ外来がある。また、独居老人、老々介護
なども多いと聞くので、地域の中で助け合いの仕組みづ
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く、自分たちで何かできないか。

●まちづくり委員会について

●プールについて
　健康寿命の延伸には、食事と運動が必要であり、水中
の運動効果は陸上より有効であると考える。自己免疫を
つけることが生きがいや医療費の経費減に繋がるのでプ
ールを造ってほしい。

　４月27日、魚沼市議会では開かれた議会を目指し、「市民の声
を聞く会」（議会報告会）を市役所本庁舎で開催しました。
　２月定例会での報告の後、４グループに分かれた意見交換会を
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V o
聞かせて！あなたの声

i c e
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課　題
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メンバーが加わり、毎年秋に開催
される展覧会で、日頃の成果を発
表することを励みに活動しています。

活動内容

　静寂の中に、筆・墨で白紙の
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魚沼水墨画教室

市 議 会
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皆
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メ
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ら
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、
落

ち
着
い
て
政
務
活
動
に
励
ま
れ
て
い
る
こ

こ
と
思
い
ま
す
。
議
員
の
皆
様
に
お
願
い

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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国
道

17
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和
南
津
ト
ン
ネ
ル
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中
越
地
震
か
ら

の
復
興
へ
の
取
組
で
す
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　国
道
工
事
の
こ
と
は
市
議
会
、
議
員
で

取
り
組
む
問
題
で
は
な
い
と
お
考
え
か
も

し
れ
ま
せ
ん
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、
皆
様
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国
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和
南
津
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ネ
ル
を
通
る
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と
が
数
多
い
の
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は
な
い
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し
ょ
う
か
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中
越
地
震
か
ら
18
年
も
経
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の
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い
ま
だ

復
旧
工
事
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終
わ
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
政

治
の
貧
困
と
言
わ
ざ
る
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得
ま
せ
ん
。
市

議
会
議
員
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可
能
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っ
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会
議
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に
、
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不
可
能
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っ
た
ら

国
会
議
員
に
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そ
し
て
国
に
早
期
の
復
旧

を
働
き
か
け
て
も
ら
い
た
い
。
今
年
も
雪

が
消
え
た
の
に
再
着
工
の
気
配
も
な
い
。

着
工
は
し
た
も
の
の
い
つ
ま
で
も
完
成
せ

ず
、
進
ま
な
い
工
事
に
落
胆
し
ま
す
。
先

年
は
私
の
危
惧
が
不
幸
に
も
的
中
し
、
ト

ン
ネ
ル
内
で
の
死
亡
事
故
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
安
全
で
、
安
心
に
通
行
で
き
る
状

態
の
和
南
津
ト
ン
ネ
ル
を
一
日
で
も
早
く

実
現
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
魚
沼

市
を
議
論
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
大

所
高
所
か
ら
み
る
政
治
も
ま
た
、
地
方
議

員
の
役
目
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た

商
工
会
主
催
の
尾
瀬
研
修
に
、
船
と
バ
ス

を
利
用
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　当
日
の
朝
は
魚
沼
で
は
雨
で
し
た
の
で

心
配
し
な
が
ら
出
発
し
ま
し
た
が
、
御
池

か
ら
は
雨
は
止
み
、涼
し
い
尾
瀬
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
せ
い
な
の
か
登
山
客
は
多
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　今
年
は
大
雪
の
こ
と
も
あ
り
、
尾
瀬
の

開
花
の
状
況
が
い
つ
も
と
違
い
遅
れ
て
い

る
ら
し
い
と
聞
き
ま
し
た
。
帰
っ
て
か
ら

写
真
を
調
べ
た
の
で
す
が
、
沼
山
峠
で
は

ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
、
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
、

マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
、
ア
カ
モ
ノ
、
モ
ウ
セ
ン

ゴ
ケ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ヨ
ウ
ラ
ク
な
ど
が
見
ら

れ
、
大
江
湿
原
で
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
は

蕾
が
殆
ど
で
花
は
数
輪
で
し
た
。
白
い
ワ

タ
ス
ゲ
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ

の
対
比
が
美
し
く
、
そ
の
中
に
薄
青
い
タ

テ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
が
群
生
し
て
い
ま
し

た
。
コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
や
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
な

ど
が
見
え
ま
し
た
。
尾
瀬
沼
に
着
き
、
魚

沼
の
名
物
弁
当
を
食
べ
て
い
る
と
、
燧
ケ

岳
の
五
つ
の
山
頂
が
現
れ
ま
し
た
。
私
同

様
、
参
加
者
の
半
数
は
初
め
て
の
尾
瀬
の

よ
う
で
、
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　市
民
の
中
に
は
尾
瀬
が
未
体
験
の
方
も

多
く
い
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
ぜ
ひ
「
魚

沼
か
ら
船
で
行
く
尾
瀬
」
の
自
然
を
満
喫

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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　入
広
瀬
小
学
校
、
最
後
の

運
動
会
が
6
月
11
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　運
動
会
は
児
童
９
人
の
ほ

か
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
と
大
勢
の
地
域
住
民
か
ら

の
地
域
参
加
型
の
運
動
会
と

し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

運
動
会
の
最
後
に
は
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
青
空
に
向
か

っ
て
参
加
者
全
員
で
紙
風
船

を
飛
ば
し
、
入
広
瀬
小
学
校

最
後
の
運
動
会
を
締
め
く
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　来
年
度
か
ら
は
全
校
児
童

94
人
（
予
定
）
の
須
原
小
学

校
児
童
と
し
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、
毎
日
の
生

活
を
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
、
魚

沼
市
議
会
と
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ま
し
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も
、

今
ま
で
以
上
に
子
ど
も
た
ち

の
生
活
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
力
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れ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
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　魚
沼
北
中
の
今
年
の
生
徒
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
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方
々
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力
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り
、地
域
の
自
然

や
芸
能
に
つ
い
て

学
習
を
深
め
て
い

ま
す
。

令和４年度魚沼市
総合防災訓練に参加しました

吉
田

須
佐

　晃
さ
ん

コ
ロ
ナ
禍
の
議
会
は

魚
沼
か
ら
船
で
行
く
尾
瀬

下
島

八
木
利
夫
さ
ん

か
け
る

議会TOPICS

　６月19日㈰、湯之谷小学校第２体
育館（旧井口小学校）をメイン会場に、
避難所開設訓練、パッククッキング、
救命講習、救助訓練等が行われ全議
員が参加しました。議員独自の訓練
として、大雨による魚野川氾濫によ
り、市災害対策本部が設
置されたことを受け、市
議会として災害対策支援
本部の設置を想定して、
各議員の安否確認訓練や
被災状況の報告訓練を行
いました。

魚沼北中学校作品

命　揚　工

男　猫　走

狼　車　木

暑　米　

「絵文字」


